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令和２年第３回中頓別町議会定例会会議録

〇議事日程（第１号）

令和２年９月１５日（火曜日） 午前 ９時３０分開会

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 議会運営委員会報告

第 ３ 会期の決定

第 ４ 諸般の報告

第 ５ 行政報告

第 ６ 報告第 ３号 平成３１年度中頓別町健全化判断比率の報告について

第 ７ 報告第 ４号 平成３１年度中頓別町資金不足比率の報告について

第 ８ 同意第 ９号 中頓別町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

第 ９ 一般質問

第１０ 議案第４８号 職員給与条例の一部を改正する条例の制定について

第１１ 議案第４９項 中頓別町税条例の一部を改正する条例の制定について

第１２ 議案第５０号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について

第１３ 議案第５１号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について

第１４ 議案第５２号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について

第１５ 議案第５３号 工事請負変更契約の締結について

第１６ 議案第５４号 令和２年度中頓別町一般会計補正予算

第１７ 議案第５５号 令和２年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算

第１８ 議案第５６号 令和２年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算

第１９ 議案第５７号 令和２年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算

第２０ 議案第５８号 令和２年度中頓別町水道事業特別会計補正予算

第２１ 議案第５９号 令和２年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算

第２２ 議案第６０号 令和２年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算

第２３ 認定第 １号 平成３１年度中頓別町一般会計歳入歳出決算認定について

第２４ 認定第 ２号 平成３１年度中頓別町自動車学校事業特別会計歳入歳出決算認定

について

第２５ 認定第 ３号 平成３１年度中頓別町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について

第２６ 認定第 ４号 平成３１年度中頓別町国民健康保険病院事業会計歳入歳出決算認

定について

第２７ 認定第 ５号 平成３１年度中頓別町水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい
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て

第２８ 認定第 ６号 平成３１年度中頓別町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

第２９ 認定第 ７号 平成３１年度中頓別町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

第３０ 認定第 ８号 平成３１年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

認定について

〇出席議員（８名）

１番 髙 橋 憲 一 君 ２番 長谷川 克 弘 君

３番 西 浦 岩 雄 君 ４番 宮 崎 泰 宗 君

５番 東海林 繁 幸 君 ６番 星 川 三喜男 君

７番 細 谷 久 雄 君 ８番 村 山 義 明 君

〇欠席議員（０名）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 小 林 生 吉 君

副 町 長 遠 藤 義 一 君

教 育 長 田 邊 彰 宏 君

総 務 課 長 小 林 嘉 仁 君

総 務 課 参 事 野 露 みゆき 君

総 務 課 参 事 笹 原 等 君

総 務 課 参 事 野 田 繁 実 君

総 務 課 主 幹 市 本 功 一 君

総 務 課 主 幹 庵 日 鶴 君

総 務 課 主 幹 石 川 章 人 君

総 務 課 主 幹 矢 部 智 彦 君

産 業 課 長 平 中 敏 志 君

産 業 課 参 事 永 田 剛 君

産 業 課 参 事 渡 邉 誠 人 君

産 業 課 主 幹 北 村 哲 也 君

建 設 課 長 土 屋 順 一 君

建 設 課 主 幹 千 葉 靖 宏 君

保 健 福 祉 課 長 相 馬 正 志 君

保健福祉課参事 山 田 美緒子 君
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教 育 次 長 工 藤 正 勝 君

教育委員会主幹 小 林 美 幸 君

国保病院事務長 長 尾 享 君

国保病院事務次長 西 村 智 広 君

会 計 管 理 者 藤 田 徹 君

認定こども園園長 相 座 豊 君

自 動 車 学 校 長 山 田 和 志 君

〇職務のため出席した事務局職員

議 会 事 務 局 長 今 野 真 二 君

議会事務局書記 田 辺 めぐみ 君
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◎開会の宣告

〇議長（村山義明君） ただいまから令和２年第３回中頓別町議会定例会を開会します。

（午前 ９時３０分）

◎開議の宣告

〇議長（村山義明君） 直ちに本日の会議を開きます。

◎会議録署名議員の指名

〇議長（村山義明君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、５番、東海林さん、６番、星川

さんを指名します。

◎議会運営委員会報告

〇議長（村山義明君） 日程第２、議会運営委員会報告を行います。

議会運営委員会委員長の報告を求めます。

長谷川さん。

〇議会運営委員長（長谷川克弘君） おはようございます。議会運営委員会報告をいたし

ます。

令和２年第３回中頓別町議会定例会の運営に関し、９月１日及び９月４日に議会運営委

員会を開催したので、その内容を報告いたします。

会期について、本定例会の会期は本日９月１５日から９月１７日までの３日間とする。

なお、会議に付された事件が全て終了した場合は、会議規則第７条の規定により、会期中

に閉会する。

本日の議事日程については、日程第１号のとおりである。

一般質問について、通告期限内に通告したのは４議員である。一部重複する可能性があ

るので、後から質問する議員は答弁の重複が生じないよう注意願いたい。

町長提出議案の取り扱いについて、全議案本会議で審議する。

説明員の出席について、議場での密集を避けるため、必要最小限の説明員での対応とす

ることの協力をお願いしたい。

決算審査について、議長発議により全議員で構成する決算審査特別委員会を設置し、平

成３１年度中頓別町各会計決算に係る認定第１号から認定第８号を付託して、会期中に審

査を行う。なお、その際、地方自治法第９８条第１項の規定により検閲、検査権限を同委

員会に委任、付与する。

意見書について、軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書（案）は、長谷

川議員から発議される。新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に

対し地方税財源の確保を求める意見書（案）は、宮崎議員から発議される。国土強靱化に
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資する道路の整備等に関する意見書（案）は、西浦議員から発議される。

閉会中の郵送陳情などの取扱いについて、全議員に写しを配付する措置を取り、議長預

かりとした。

本日の会議冒頭から一般質問終了時まで、また明日から予定されている決算審査特別委

員会を役場町民ホール及び町民センターに設置されたテレビに配信する。

以上で議会運営委員会報告を終わります。

〇議長（村山義明君） これにて議会運営委員会報告は終了しました。

◎会期の決定

〇議長（村山義明君） 日程第３、会期の決定の件を議題とします。

お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員会報告のとおり、本日９月１５日から

９月１７日までの３日間にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は本日９月１５日から９月１７日までの３日間とすることに決

しました。

◎諸般の報告

〇議長（村山義明君） 日程第４、諸般の報告を行います。

議長一般報告及び監査委員の例月出納検査報告につきましては、お手元に印刷配付のと

おりですので、御覧の上、ご了承願います。

これで諸般の報告は終了しました。

◎行政報告

〇議長（村山義明君） 日程第５、行政報告を行います。

本件については、町長から報告の申し出がありますので、これを許します。

町長。

〇町長（小林生吉君） 皆さん、おはようございます。第３回の定例会、コロナの状況下

の中での開催でありますけれども、全議員のご出席を賜りまして誠にありがとうございま

す。本定例会で審議をいただくのは決算が主でありますけれども、コロナ対策等に関する

補正予算を含めてご審議を賜りますようよろしくお願いを申し上げたいと思います。

私のほうから３点の行政報告をさせていただきたいと思います。まず、１点目は中頓別

町国民健康保険病院の院長の交代についてであります。令和２年３月２７日から中頓別町

国民健康保険病院で勤務されております川埜芳照院長より、ご家族の事情により退職した

いとの申し出がございました。

このことを受けて、次期院長の確保に奔走してきました。その後、民間会社から下記医
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師の紹介を受けて、面談、協議を続けてきた結果、当院に着任することが決まりました。

川埜芳照院長におきましては令和２年１２月１日をもって退職されることになります。

新任の院長でありますけれども、着任年月日は令和２年１２月２日であります。氏名は

長島弘先生、６２歳です。専門科目は総合診療科、一般内科。現在道立の焼尻診療所のほ

うで院長をお務めになっておられます。

２点目でありますけれども、中頓別町防災行政無線の配付状況についてであります。令

和元年度に整備致しました防災行政無線につきまして、令和２年４月より戸別受信機の配

付を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症対策のため配付を延期しておりま

した。７月下旬に総合計画町民アンケートの回収と合わせて、職員が全戸に訪問し配付を

行っております。８月下旬の配付状況は地域住民の皆様の協力のもと７５０戸中７３８戸、

９８．４％の配付率となりました。未配付の１２戸の内訳としましては、受取拒否が６戸、

長期不在が２戸、連絡不能３戸、検討中１戸となっております。未配付の方々には今後も

協力が得られるよう働きかけを行ってまいりますが、すでに検討中の方は設置のご了承を

頂いた状況にあります。９月１日から３日間にかけてお知らせ放送を行いましたが、現時

点で支障のあった報告は頂いておりません。

３点目でありますけれども、新型コロナウイルス感染症対策についてであります。本町

においては、４月７日に政府が発した「緊急事態宣言」を受け、大きな影響を受ける地域

経済や町民の生活を迅速かつ的確に支援していくため、特別定額給付金事業や子育て世帯

への臨時特別給付金事業など、国が進める緊急経済対策に加え、町独自の支援策として地

域に根ざしたきめ細かな支援に全力で取り組んできたところであります。

緊急事態宣言が５月２５日に解除された後は、段階的な社会、経済活動の再開に向けた

動きと合わせて、町公共施設については、感染症拡大防止措置を講じた上で順次利用を再

開いたしました。

また、町主催の会議やイベント、行事等の開催に当たり、「新型コロナウイルス感染症

対策におけるイベント、行事等に関する取扱い基準」を定め、適切な感染防止対策を講じ

た上で再開いたしました。

北海道は８月から９月の２か月間を「新北海道スタイル集中対策期間」と定めたことに

より、新型コロナウイルス感染症中頓別町対策本部を開催し、関係団体や事業者への周知、

旬報、折り込みチラシなどで、「新北海道スタイル」の実践に向けて、再度普及、啓発に

も努めてきました。

現在マスクの着用が日常化され、マスクが必需品となっている状況で、さらにこの冬、

新型コロナウイルス感染症とインフルエンザが同時流行することへの懸念が高まり、マス

クの需要が増えることに備え、町民による手作り布マスクの買取り、無料配布事業を推進

し、マスク着用の普及に取り組んでまいります。

また、７月１５日には健康づくりセミナーと位置づけ、町国民健康保険病院副院長中西

医師を講師に「コロナウイルス共存社会における感染症基礎知識」をテーマに、今後、ウ
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イルスと共存して生活していくなかで、日常的な予防法や対策など、町民の皆さまに講演

をしていただきました。

今後の対策として、日常生活はもとより、非常時に備えた感染拡大防止対策のさらなる

拡充と併せて、「ウィズコロナ」のもとで誰一人取り残されることなく安定した生活を営

めるよう、きめ細やかな支援策を講じるなど、迅速かつ的確に取り組んでまいります。

新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けて、引き続き皆様のご協力をお願いするとと

もに、町民の皆さまを感染の脅威から守るため、感染拡大の兆候を常に注視し、適切な情

報提供を行ってまいります。

以上であります。

〇議長（村山義明君） ただいまの行政報告について質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認めます。

これで行政報告は終了しました。

◎報告第３号

〇議長（村山義明君） 日程第６、報告第３号 平成３１年度中頓別町健全化判断比率の

報告を行います。

提出者から内容の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 報告第３号 平成３１年度中頓別町健全化判断比率の報告につい

て、笹原総務課参事から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。

〇総務課参事（笹原 等君） おはようございます。よろしくお願いいたします。議案書

の１ページを御覧いただきたいと思います。報告第３号 平成３１年度中頓別町健全化判

断比率の報告について。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平成３１年度中

頓別町健全化判断比率を監査委員の意見をつけて報告する。

実質赤字比率、連結実質赤字比率及び将来負担比率につきましては、実質収支が黒字の

ため算出されません。実質公債費比率につきましては前年度のマイナス０．８％から０．

６％減のマイナス１．４％となり、早期健全化基準の２５％を下回っておりますが、監査

委員からの是正改善を要する事項のとおり、今後におきましても公債費比率の逓減に努め、

より一層の財政の健全化を図りたいと存じます。

以上、報告とさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、本件は報告済みといたします。
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◎報告第４号

〇議長（村山義明君） 日程第７、報告第４号 平成３１年度中頓別町資金不足比率の報

告を行います。

提出者から内容の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 報告第４号 平成３１年度中頓別町資金不足比率の報告について、

笹原総務課参事から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。

〇総務課参事（笹原 等君） 議案の４ページをお開き願います。報告第４号 平成３１

年度中頓別町資金不足比率の報告について。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、平成３１年度

中頓別町資金不足比率を監査委員の意見をつけて報告する。

特別会計の名称、国民健康保険病院事業、水道事業、下水道事業、共に資金不足比率は

ございませんでした。

以上、報告とさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、本件は報告済みといたします。

◎同意第９号

〇議長（村山義明君） 日程第８、同意第９号 中頓別町教育委員会委員の任命につき同

意を求める件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 同意第９号 中頓別町教育委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて。

下記の者を中頓別町教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第４条第２項の規定により議会の同意を求める。

同意を求めたい委員につきましては、氏名、石井英正さんであります。

石井さんにつきましては、現在も教育委員でありまして、これまで教育委員長を含め長

く本町の教育行政において高い識見を持って委員をお務めをいただいております。改めて

再任という形で同意をお願いしたいと思います。どうぞよろしくご審議賜りたいと思いま

す。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、本件は報告済みといたします。

◎一般質問

〇議長（村山義明君） 日程第９、一般質問を行います。

本定例会では４名の議員から一般質問の通告がありました。

順番に発言を許します。

受付番号１番、議席番号７番、細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） 皆さん、おはようございます。受付番号１番、議席番号７番、細

谷でございます。それでは、議長のお許しをいただきましたので、令和２年第３回定例会

に当たり、さきに通告いたしました２点の項目についてご質問をさせていただきます。行

政側の誠意あるご答弁と町民目線での真摯な議論を交わしていきたいと思います。

まず最初に、１点目の中頓別町をＰＲする誘導板、観光看板について町長にお伺いをい

たします。町は、観光客の一層の増加を図るため、様々な方法で大変な努力をされていま

す。そんな中で気になるのが国道４０号、音威子府村と国道２３８号、浜頓別町など５か

所に設置されている中頓別町をＰＲする誘導板、観光看板です。雑草や木が生い茂り、色

もあせ、本体そのものも傷んでいるなど補修、更新が必要な看板が幾つかあります。観光

客がこれらの看板を見て何だこれはと思われないためにも、また今後の観光客増を目指す

ためにも早急に手を加えるべきではないかと思いますが、町長の考え方を伺います。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 細谷議員の観光看板に関するご質問にお答えしたいと思います。

ご指摘のあった案内看板については、平成７年に設置してから２５年を経過し、特に看

板上部の劣化が進んでおります。また、音威子府村に設置している看板については、立地

的な問題もあり、周囲の木が生い茂ってきたことにより国道から見えにくい状況にありま

すので、今後設置の見直し、撤去を含めて補修等の対応を進めていきたいと思います。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） それでは、ただいまのご答弁を伺いまして、再質問させていただ

きます。

ただいまの町長の答弁では、あまりにも答弁文書の内容に詳しい説明がなく、本当に私

は寂しく思います。観光看板５か所の詳しい位置及び現状の状況、そして今後の対策を詳

しく答弁してくれるのであれば、私は再質問はしませんでした。大変残念です。

議長、私の再質問で資料を添付して説明したいのですけれども、よろしいですか。

〇議長（村山義明君） 許可しますので、配付してください。

暫時休憩します。

休憩 午前 ９時５３分

再開 午前 ９時５４分
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〇議長（村山義明君） 休憩を解いて会議を行います。

細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） それでは、その資料を基に再質問させていただきます。

私が８月２１日に、仕事が忙しかったのですけれども、中頓別町の今後の観光推進のた

めに役に立てばと思い５か所全てを回り、現状の状況について確認してまいりました。ま

ず、１か所目、右上のＡ、浜頓別町智福１の１６に設置している看板です。これは浜頓別

町を過ぎて稚内市方面に行くところの左側に我が社のスタンドがあります。そこに設置さ

れている観光看板です。稚内市方面から来ると、写真のとおり看板の前に大きな木が生い

茂り、観光看板の上の中頓別の文字や誘導板の案内文字が何一つ見えないのが現状です。

ただ、見えるのは裏の無地の看板だけです。

２か所目、左上のＢの浜頓別町字頓別原野４２４７の１に設置された看板です。浜頓別

町方向から来ると、中頓別町に行くときの途中に下頓別のまちを過ぎて左にある観光看板

です。現状では雑草が生い茂り、観光看板の誘導板の文字は全く見えません。町長の答弁

にはありましたが、看板上部の劣化が進んでいる状態です。

３か所目、右中の部分のＣの中頓別町字小頓別６００の１に設置された看板です。小頓

別の落合橋付近に設置されている看板です。この看板は草も木もなく、よく見えるのです

が、やはり看板上部の劣化、これが激しいようです。上の北緯４５度と敏音知岳の山並み

が見えないのは、上部に紙が貼ってあるのかな、そこが劣化してきている状態です。

４か所目が左下、Ｄの中頓別町字敏音知３０８に設置された看板です。ピンネシリの温

泉の前に設置されている観光看板で、唯一私が見た感じではこの看板だけが平成７年に立

てられてから変わっていない観光看板ではないかと思います。

そして、町長も言っていた５か所目、右下のＥの音威子府村字咲来５８の１に設置され

た看板です。名寄方面から音威子府方面に行くときに咲来の信号機をたしか過ぎて１キロ

ぐらい左側に設置されている観光看板です。この看板は、町長も言うように、写真のとお

り木が生い茂り、誘導板の案内文字、上部の中頓別の文字も劣化して剥がれており、観光

看板としての機能が全く果たされていないのが現状です。

さて、町長は今年の４月１日付で中頓別町行政機構組織として新たに産業課内に観光ま

ちづくり推進室を設置し、観光振興に努めるようですが、実際問題、夏場の観光客を目指

すために春にでも既設の看板の現状について確認をされたのか、また確認をされているの

であればどのように感じておられたのかお伺いします。

また、町長の答弁で設置の見通しを含め補修等の対応を進めると述べられましたが、私

も町長の考えには賛成しますが、今後の方向が決まるまでの間、この看板は生きています。

車で通る人に中頓別町は草に埋もれた観光看板かと言われないためにも町として工事費、

これは２，０００万円をかけています。看板です。なぜ雑草や木を取り除き、せめて上部

は劣化しているが、下の誘導文字だけでも見えるような状態にできないのか。私はこれ作
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業員二、三人ぐらいで四、五日あれば木や草は撤去できると思います。なぜ町長はアクシ

ョンを取らないのかお伺いいたします。

〇議長（村山義明君） 永田産業課参事。

〇産業課参事（永田 剛君） 細谷議員のご質問に私のほうからお答えをさせていただき

ます。

看板の確認、管理に関して行き届いていない部分があることに関しましては反省をして

いるところでございます。観光案内看板の修繕につきましては、必要なものから随時対応

してきておりますが、全体の整備には至っていないところでございます。今回指摘のあり

ました大型の看板につきましては、損耗状況や立地的、また管理については対応が必要な

ものとしては課題として認識はしてございました。看板の損耗につきましては、ピンネシ

リ温泉にある看板以外は共通して上部のところの傷みが進んでいるという状況でございま

して、中頓別町の風景を写して表示しているところ、この部分が傷みが特に激しいという

ところでございます。立地的に課題があるとして考えてきたのは、今おっしゃられたとこ

ろの智福にある看板、これは強風にさらされる場所にあるため、これまでも金属板が剥が

れたということで補修をしてきた経過があります。もう一つは音威子府村に設置の看板と

いうことでございますが、これは国道から離れたところにあるという場所的な問題と目に

入りにくいというところもありまして、加えて周囲の木々の管理も考慮する必要があると

いうことで課題としては考えておりました。本件、看板の管理、修繕につきましては、対

応できるものについて速やかに行い、また損耗状況ですとか設置状況、その効果、今後の

管理も含めてすぐ検討していきたいと思いまして、あと看板の周辺、もしかすると土地の

所有者のご理解をいただきながら対応していかなければならない部分もございますので、

その辺も調べながら検討していきたいと考えております。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 後段の質問に関してですけれども、なぜこの状況を放置している

のかということでありますけれども、私も認識はしつつ、適切な指示を怠ったということ

になろうかと思います。大変反省しております。今後につきましては、今永田参事が言っ

たとおり速やかな対応を取るようにしたいというふうに思います。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） それでは、再々質問させていただきます。

永田参事も言ったように、一番今危険なのが浜頓別町の智福の１の１６の看板の裏です。

これはうちのスタンドの職員にも聞いたのですが、２回ぐらい何か剥がれて、うちのスタ

ンドの職員が町のほうに連絡して、柴田電機が来て高所作業車でビス留めしたといったか

な、そんなことを言っておりました。それで、そのときに町職員の方に６か月に１回は見

に来たほうがいいよと何か声をかけたみたいだけれども、その後一切見ていない、来てい

ないという現状を私は聞きました。これから浜頓別町は冬に向けて風が強くなります。こ

こだけは絶対に早急にやらないと通行車両にぶつかる可能性も私が見てきた限りではある
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可能性があります。その辺早急な対応をお願いしたい。

また、町長の考えもありますが、私が見た限りでは２５年も経過して、今後この看板が

強度的にもつかどうかの判断は難しいのですけれども、もしもつものであれば、新しく看

板を設置するのには大分お金がかかると思います。それで、もし直すのであれば、お金を

かけるのであれば、上部の劣化だけ直してお金がかからない程度でいいのではないかなと

思います。それと、もったいないのが浜頓別町の智福の裏の面なのです。これは浜頓別町

の人も言っていたのですけれども、ここだけが唯一裏面が見えるところなのです。それで、

表にも書いてありますけれども、字が書いているのだけれども、この裏面を何で使わない

のだと、無地というのはもったいないよねと私はスタンドに来たお客さんに聞きました。

もし直すのであれば、この裏面の無地のところに、これは一番本当に見えるところです。

浜頓別町から稚内市に行くときに右側に、ここには何かインパクトある中頓別町の観光の

文字だとか絵などを入れてもらえれば、私は大変おもしろいものが出来上がるのではない

かなと思うのですけれども、再度町長にお伺いいたします。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 観光関係の看板につきましては、たしか平成２０年から平成２４

年ぐらいの間でありますけれども、当時国の臨時の経済対策等があって設置のし直しとか

を進めてきた経過があるのですけれども、それらの補助金というか、それがなくなった時

点から、その後看板に関しての設置を新たにするとか、取り替えるとかというようなこと

をしてきておりません。その当時、これは私が直接担当として浜頓別町とお話をしたので

すけれども、智福の看板については浜頓別町に譲渡する方向で協議を進めた経過があるの

ですけれども、最終段階で本町のほうからその話を当時町長のご判断で取りやめたという

ような経過もございます。今後の見直しに関しては、老朽化が進んでるということを基本

として、この看板の設置場所、智福の看板につきましては特に浜頓別町の入り口に中頓別

町の案内があって観光客が混乱するというような当時ご指摘もございました。だから、公

式な話ではないですけれども、浜頓別町からはこの看板の見直しをというようなご意見も

当時はあったのです。だから、あの場所で中頓別町の案内をすることが本当に今後も有効

なのかというところを考えるということも要素としてあるのではないかと思います。本当

に有効に活用できそうなものであればもちろんそうしたいと思いますけれども、改めて場

所と観光における案内効果、そういったところもしっかり見極めた上でここについては判

断する必要があるのかなというふうに思います。音威子府村については、私はこれは早急

に撤去するのが望ましいのかなというふうに考えていますけれども、下頓別にある看板も

以前よりは周りの木が茂っている中で、果たして見えやすさとかということを考えたとき

に有効かとか、そういうことを１か所１か所でも速やかにこれを判断して対応するように

改めて議会にもお諮りをして進めたいというふうに思います。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） 最後に、今年はコロナ関係で北海道に来る、道北に来る観光客も
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私は減ったと思いますが、このコロナが収まれば、いつもとは変わらない、それ以上の観

光客が来年は１年我慢した思いをもとに抱いてやってくると思います。そのときのために

も観光看板の補修の対応を早急にお願いいたします。

それでは、２点目の重過ぎませんか、小中学生の通学かばんについて教育長にお伺いい

たします。

時代背景が影響し、脱ゆとり教育以来教科書が大きく厚くなり、補助教材が増えるなど、

小中学生の通学かばんの中身や持ち物は重くなる一方で子供の体に大きなリスクを与えて

いる。そこで、次の２点について教育長に伺います。

①、小中学生のランドセルや荷物の重さが成長段階の子供の体に与える影響について教

育委員会としてどのように認識されているのか。

②、少しでも軽量化することが必要だと感じますが、教育委員会として統一的な方針を

示しているのか。

〇議長（村山義明君） 田邊教育長。

〇教育長（田邊彰宏君） 細谷議員の一般質問について答弁いたします。

最初に、教科書なのですけれども、これが現在使っている教科書です。低学年のほうは

分冊になっています。高学年のほうにいきますと、東書の場合は５年生までが上下で、６

年生はこういう１冊になります。それで、恐らく一番重たい教科書だろうというもので、

これは高校の教科書、世界史Ｂの教科書ですけれども、これが恐らく一番重たいと思いま

す。中学校は、これよりは若干軽いというふうに考えています。それで、文科省のほうは

教科書の重量について制限はしていません。教科書会社のほうはセールスが来てポイント

を説明する中で、紙質を改善し、軽量化に努めていますというふうには言っていますが、

この世界史クラスの教科書を１０冊持っていったら、これは相当重たくなります。高校生

は大変だろうと思います。でも、学校に行っています。小学校の場合はこれが全部、６年

生の教科書はこういうものなのですけれども、大体これが最大の厚さです。小学校は６時

間で実質国語、算数、社会、理科、あと英語も入りましたけれども、英語は薄いのですけ

れども、最大このぐらいしか持っていかないのです。そうすると、大体幾ら入ってもこの

ぐらいだろうと思います。これがランドセルに入っています。

教科書、ちょっとこれとはずれますけれども、教科書を、言いにくい部分もありますけ

れども、これを学校に置いていっていいかという議論にはなっていません。これを置き勉

というふうに言います。これにはいろんな思いがあろうかと思います。それで、こちらの

ほうを読ませていただきます。まず、①番目でございますけれども、児童生徒の通学距離

は、おおむね１キロメートル以内、遠方からの児童生徒はスクールバスを利用しています。

登校時間も徒歩通学の児童生徒は短時間、５分から１５分程度です。教科書やその他教材

等は、宿題や予習、復習などの家庭での学習課題を適切に課す等、家庭学習も視野に入れ

た指導を行う上で重要なものであり、持ち帰ることが原則になっています。学習用具、水

彩、書道、鍵盤ハーモニカ等やその他教材等は教室、個人の棚、保管場所ですけれども、
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ここに置くことも可能です。ふだんのランドセル等には使用する教科書やノート、宿題プ

リント、筆入れ、ハンカチやティッシュ、水筒等が入っています。ランドセルや荷物の重

さは、本町の成長段階の子供たちに大きな影響を与えているとは認識しておりません。

②についてなのですけれども、教育委員会は学校に教科書やその他教材等の荷物を学校

に置いておく置き勉やランドセル等の是非について統一的な指針は示しておりません。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） それでは、再質問させていただきます。

教育長は、ランドセルや荷物の重さが本町の成長段階の子供たちに大きな影響を与えて

いると認識はしていませんと述べられました。しかしながら、ゆとり教育が行われていた、

今教育長が説明したように、２００５年には全教科書のページ数は４,８５７ページでし

た。しかし、その後脱ゆとりを目指した学校指導要領が実施され、２０１５年には教科書

のページ数は増加、何と総数６,５１８ページとなり、２００５年度と比較すると３４％

の増加となりました。また、ページ数が増えただけでなく上下巻が１冊にまとまり、ビジ

ュアルカラー版によりＢ５からＡ４判になるなど大判化し、紙質がよくなっています。そ

して、かばん自体も軽量化していても、容量が増え、たくさん詰められるようになり、全

体の重さは４０年前に比べ２倍以上になっているそうです。しかし、こういった状態が全

く把握されておらず、持ち運びに関しては考慮されていないのが現状です。これは相当深

刻な状況ではないかと私は思います。そこで、いろいろと調べ進めますと、ある記事に私

は目が留まりました。朝日新聞の特集で日本赤十字医療センター整形外科センター長の久

野木順一さんが、アメリカの小児学会はバックパックの重さは体重の１０から２０％を決

して超えないこととし、重い荷重が身体の健康な発達に影響を与えている可能性があると

指摘し、それを超える場合、使用する道具を学校や家に置いておくべきと警告しています。

私は、この一般質問を出した限り、実際の中頓別町の子供たちがどれだけの重さの荷物を

持って通学しているのか、これは調査する必要があると思い、中頓別町の今現在の子供た

ちの実態を知るために９月１１日の金曜日、小学校の校長先生の許可をもらい、早朝登校

してくる子供たちのかばんの重さを量ってみました。どれぐらいあると思いますか、教育

長。

（何事か呼ぶ者あり）

〇７番（細谷久雄君） 大体いいところを読んでいると思います。それで、仕事の関係で

私もあまり時間がなく、３名の子供たちの計測を行いました。１年生、女の子、かばん重

量３．６キロ、体重が１６．８キロ、かばんの重さが体重の２１．４％でした。２年、男

の子、かばんの重さ４．８キロ、体重３０．８キロ、かばんの重さが体重の１５．５８％、

４年生、女の子、かばん重量５．３キロ、体重２４．２キロ、かばんの重さが体重の２１．

９％となりました。もっと取ればよかったのですけれども、仕事の関係であまり、忙しく

て３名の方だけだったのですけれども、このような結果が出て、たった３名しか計測して

いなかったのですが、２０％を超える子供が２名いました。教育長は、教育委員会として
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は置き勉については統一的な指針は示していないと述べられましたが、私はこの数値を見

て自分なりに思ったことが、教科書を持たないで学校に行くわけにはいきません。そこで、

自宅で使わない教科書等については極力学校に置いておく置き勉対策が今後絶対に必要で

はないかと私は思いますが、教育長の考え方を伺います。

また、学校教育法が２０１９年４月に施行され、デジタル教科書が小学校では使用でき

るようになりました。そこで、どんどん厚くなり重みを増している教科書が子供たちの体

に負担をかけています。このデジタル教科書を施行するには多額の町費が必要かと思いま

すが、今後将来使用するであろうデジタル教科書への移行の方向性についても教育長にお

伺いしたいと思います。

〇議長（村山義明君） 田邊教育長。

〇教育長（田邊彰宏君） 再質問に答弁させていただきます。

最初に、置き勉についてなのですけれども、答弁書のほうにもありますけれども、これ

学校のほうで絶対駄目だということは言っていないわけです。ふだん使わない教科書、簡

単に言えば図工であるとか、家庭科であるとか、音楽等の教科書については、もう既に置

き勉という措置が取られています。そのほかの副教材については、全て学校に置いていっ

ても構わないのです。例えば水彩であるとか、鍵盤ハーモニカであるとか、あるいはジャ

ージであるとか、ほとんど学校に置いています。それから、中学校なんかは辞書も学校で

備付けになって、持ってこなくてもいいということになっています。絶対的に教育委員会

として、議員と私の意見は相反するところがありますけれども、教育委員会が積極的に置

き勉を認めるということは私は考えてはいません。あくまでもこれは学校の判断で、こう

いう教科書は置いていっていいよ、使わない副教材はしばらくは置いていっていいよ、そ

ういう指導で私は構わないと思います。置き勉ということを認めると、教科書は持って帰

らなくていいのだということになると、これまた別な問題が生じます。これについて教育

委員会として明確に置き勉可という指針については、私は考えておりません。道教委のほ

うも平成３０年１２月にこのことについていろんな具体的な子供たちのかばんの重さを軽

減する持ち運びへの配慮という文書を出しています。その中に、今申し上げたように、ふ

だん使わないものは学校に積極的に置いていっていいですよという、そういう指導に変え

なさいというふうになっています。それを受けて、特に小学校のほうはそれが進んでいま

す。

議員が３人の子供たちの重さを量っていただきましたけれども、私も放課後子どもプラ

ンへ行っているとランドセルの重さを、こう持ちます。そうすると、軽いのもあるし、若

干重たいかなというのもあります。それで、子供たちに聞きます。重たいかと聞くと、う

うんという感じと重たいという感じがありまして、なかなか明確な基準というのは難しい

と思います。ですから、極端に言えば小学校のランドセルは全部入れて６キログラム以内

とかというのはなかなか難しいと思います。成長段階において人それぞれ個人差がありま

すので、一律にははかれません。それで、端的に言えば今と変わらない方法、いわゆる国
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語とか、算数とか、英語は１週間に１回しかないですけれども、こういう教科については

極力持って帰ってくれと、そのほかの教科については置いていってもいいよというような

指導になっていると思うのです。それで、意外とランドセルの中はすいているのです、今

は。水筒を外に出しているので、結構こうなっている。ランドセルというのは、きちっと

こうなると、そんなに重さを感じないようになっているのです。小学生がそこを歩いてい

る姿を見ていて、こういう感じで歩いている子はほとんどいません。ただ、こういう形で

歩くのは中学生の冬の姿です。中学生はランドセルではありません。リュックになってい

ます。あれで肩がずしっと、こうなっています。これチェストストラップといって、ここ

にこれがあると、きゅっとこうなるのです。これを何とか推奨できないかなというふうに

は思うのです。それから、中学生の場合は小学校と変わりません。同じような形になって

いますけれども、やっぱりいかんせん教科書が厚くなるので、これ３冊ぐらい持っていっ

てもそれなりの重量になります。リュックとランドセルの基本的な違いは、ランドセルは

背負っていても負荷がかからないような形になっています。中学生の持つリュックについ

ては、どうしてもこれをこうやらないと、こうなります。ただ、夏場は彼らは自転車で通

っていますので、ほとんどそんなに影響はないと思っています。

それから、議員が影響があるのではないかということなのですが、うちの通学距離は長

くないということ、時間もさほどかからないということ、遠くから来る子は、荷物を持つ

ときは重たいかもしれないけれども、バスで通ってきていますから、ほとんど影響はない

のです。それほど成長段階の発達の子供に影響を与えているというふうに私は考えていな

いのですけれども、学校のほうは、もうそういう体制は取ってあります。

それから、もう一つのほうですけれども、デジタル教科書についてなのですが、これも

近い将来こうなると思います。今小学校で副読本を作っていますけれども、ペーパーでも

作りましたけれども、これをタブレットにも入れて使うというようなことをもう試行でや

ってみたいと思っています。将来的には、紙の教科書も残るけれども、どうなるか分から

ないけれども、児童生徒一人一人に与えたタブレット中に入れる、それを家に置いておく

というか、持って帰ったりする、そんなような形になるのではないかなと思っています。

ただ、紙の教科書がどうなるかというのは今私は分かりません。ただ、ご指摘のとおり、

タブレットに全部入れてしまえば、これ一つ持っていけぱいいということに単純に考えれ

ばなるのですけれども、やっぱりこれで勉強したほうがいいというのもいるかと思います

けれども、その辺については間違いなくそういう方向にいくであろうと思います。その第

一歩がＧＩＧＡスクール構想であり、子供たち一人一人にタブレットを配付したというこ

とになります。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） それでは、再々質問させていただきます。

再々質問では町長と教育長にお伺いをいたします。それでは、まず最初に町長にお伺い

いたします。子供が小学校に入学するということは、これは家庭内の一大イベントでもあ



- 17 -

りますし、いろいろとそれなりの経費もかかると思います。そこで、郷土の明日を担うか

けがえのない子供たちに超軽量化されたランドセルを町から新入児童にプレゼントされる

ことはできないものかお伺いいたします。私がこの仕事をしていないで伊達直人であれば

認定こども園にランドセルを２０個ぐらいプレゼントするのですけれども、それはできま

せん。ランドセルの値段は１万円ほどから高いもので７万円を超すものもあり、平均する

と大体５万円ぐらい。入学する児童が最大２０人だとしても、予算として１００万円ぐら

いあれば足りると思います。教育は、町長、未来への投資です。考えていただけないでし

ょうか。

それでは次に、教育長にお伺いいたします。ランドセルなどの是非については、教育委

員会では統一的な指針を示していないようですが、私が９月１１日金曜日に登校してくる

児童を見た限りでは、大体児童はランドセル登校でありました。そこで、大人の夏場の服

装としてクールビズがあるように、夏場の厳しい暑さの中で登下校する児童の熱中症対策

としてノーランドセル登下校を夏場の何か月か実施することはできないものか。通常のラ

ンドセルの場合、教科書などを入れると４キロから５キロの重さになると思います、私は。

児童の体に負担がかかり、特にランドセルは熱が籠もりやすいと思います。そこで、ラン

ドセルの代わりにリュックサックを使用することにより軽くて登校しやすい、児童の熱中

症対策としては最適な策だと思いますが、教育長の考え方をお伺いいたします。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 子供を大切にする政策として経済的な負担を少しでも軽くという

お考えについては私も同じ思いを持っておりますし、これまでそういう施策を、一番とは

言いませんけれども、よそのまち以上に本町は取り組んできているというふうに思ってい

ます。その中でランドセルの話が唐突に出たので、今即答するのは避けたいと思いますけ

れども、父兄やいろんなご家族を含めてどんなふうにランドセルが購入されているか、あ

る意味人によってはおじいちゃんやおばあちゃんが子供にプレゼントする楽しみとしてあ

るでしょうし、１年近く前からランドセルというコマーシャルが流れますよね。だから、

本当にいろんな嗜好があって、その中で町がするのがいいのかというふうに正直思うとこ

ろはあります。支援の仕方はそれ一つではないので、決して思いを踏みにじるつもりでは

ないということはご理解いただいて、ただ教育委員会のほうでも検討してもらって、そう

いう考え方が強いというようなことであれば対応を考えないでもないというふうに思いま

すけれども、現時点では正直どうかなというふうに思います。

〇議長（村山義明君） 田邊教育長。

〇教育長（田邊彰宏君） 再々質問に答弁させていただきます。

クールビズ、ノーランドセル登校、リュックサックということなのですけれども、家か

ら小学校、中学校までどのぐらいの時間がかかるか。夏場の子供たちの服装を見てみると、

我々よりもクールビズになっているのです。ランドセルが重たいから軽量化しろといって

も、あまり軽量化し過ぎると、すぐ壊れてしまうのです。やっぱりある程度の重さは必要
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なのだと思います。それで、一番ランドセルで軽量なものは約１キログラムのがあるとい

うことを聞いています。重たいものになると、革のすばらしいやつは１．５キロを超える

といっています。このぐらいの中で子供たちは使っていると思いますし、値段も高いもの

は、私が調べた中では２２万円というのがありました。誰が使うのだろうというふうに思

ったのですけれども、やっぱりそういうランドセルを背負っている子もいる。ただ、大事

に使うだろうなと思います。通常はやっぱり３万円から５万円ではないかなというふうに

考えているのですけれども、放課後子どもプランで来るランドセルを見ると、非常に機能

的になっています。持っていくために、昔のランドセルから見たら子供たちはすごく使い

やすいだろうなと思います。私は背負えなかったのですけれども、背負うことについて子

供たちは特に苦になっているとは思いません。

夏場の期間ノーランドセルということでそれをやって、そのためにわざわざリュックを

もう一つ購入するのかということについては、これは保護者としても多様な考えがあると

思います。基本的にうちの町の小学生は、１年生のときに使ったランドセルを６年間使い

ます。これはすごく立派なことだと思います。そういう意味でいうと、夏場幾ら歩いて云

々といっても１５分ぐらい、そして短パンとかそれで行くわけです。相当クールビズなの

です。そんなに負荷はかからないと思うのだけれども。私としてはノーランドセル、ノー

ランドセルというのは、行事なんかがあるときは子供たちはランドセルを持っていってい

ないのですけれども、それを毎回やるというわけには、夏場だけやるというわけにはどう

なのだろうという思いはあります。これは私だけの意見ではないのですけれども、学校と

も話をしていますけれども、ただうちの町からランドセルの文化を取ってしまうというこ

とは多分できないと思います。

それから、夏場だけの云々というのであれば、一つ夏場ランドセルが暑いと思われる子

供については、別な手提げバッグであるとか、そういうものでもいいですよということは

案内するというか、周知することはできるだろうと思いますけれども、意外と子供たちは

ランドセルを背負うことに私は身にというか、あれを背負っていくという習慣がついてい

ると思うのです。そのほかにこれを持っていく、それを購入させるということについて、

そちらのほうを考えたときにはランドセルを使いましょうというほうが有効ではないかな

というところなのですけれども、これは教育委員のお話というか、意見も聞いてみたいと

思いますし、学校関係者のほうとも相談をしてみたいと思いますが、学校のほうはもう既

に軽量化に対する対策を取っていまして、ランドセルを変えるというところまでは発想に

はなっていないと思います。恐らく変わらないと思いますけれども、こういう貴重なご意

見もあったということについて教育委員の皆さんの意見は聞いてみたいと思います。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） それでは最後に、中頓別町の子供たちは、この先の中頓別町の未

来を担っていく、教育長、宝です。無限の可能性を秘められた子供たちの環境づくりに今

後も全力を挙げて取り組んでいただきたいと思います。
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以上で私の一般質問を終わらせていただきます。

〇議長（村山義明君） これにて細谷さんの一般質問は終了しました。

ここで議場の時計で４０分まで休憩いたします。

休憩 午前１０時３１分

再開 午前１０時４０分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を開きます。

引き続き、受付番号２番、議席番号５番、東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 議席番号５番、東海林が質問いたします。

私は、なかとんべつ観光まちづくりビューローの在り方について、いわゆるＤＭＯと言

っているあの会社について幾つかの質問をさせていただきます。まず、期待されて設立さ

れたこの組織が十分な体制と管理運営に幾つかの課題が見られます。そこで、次について

質問いたします。

まず、１つ目は、町の観光資源を網羅し、その管理と望ましい姿を見つけ、その実現の

ための計画策定を含め町の観光振興を促進するのがこの組織の役割と私は考えております。

しかし、実態は伴っていないと思いますが、いかがでしょうか。

２つ目、組織が少数の理事で構成されている。いわゆる３人の理事です。私は、町の関

係する機関、例えば産業団体、農業団体や林産業、商工団体、そういった関係者、それか

ら金融機関、信金をはじめ郵便局も含め、さらには地域全体を通して自治会関係の団体も

含めて幅広く参加を求めるべきではないかと思っております。

３点目、職員体制はこれまでの課題でありました。現在の体制に不備はないでしょうか。

いや、これは不備があることは分かっているのです。専務理事がまずいない。そして、本

部長を置いているけれども、この人が専任ではない。こういったやり方で一体不備はない

でしょうかではなく、あることを指摘したいと思います。職員体制がこれまでの課題であ

りました。現在の体制に不備はないでしょうかというのが今の質問ですけれども、ある意

味では不備がありますが、いかがでしょうかと、いかがなさいますかというように変えさ

せていただきます。

４点目、観光資源を網羅し、点から面へと総合的な観光振興を意図しながら、鍾乳洞は

除外され、さらにはこういった観光には欠かせない寿公園やスキー場も範疇に入っていな

い。このような考え方でよいのでしょうか。

さらには、最後に観光振興計画にこの組織はどう関わっていますか。これは町の観光振

興計画です。中頓別町の全ての観光資源を網羅して観光を推進しようとするこのＤＭＯ、

なかとんべつ観光まちづくりビューローが町の観光行政とどう関わっていっているのか、

それを伺いたいと思います。

〇議長（村山義明君） 町長。
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〇町長（小林生吉君） 東海林議員のなかとんべつ観光まちづくりビューローの在り方に

ついての質問にお答えしたいと思います。

なかとんべつ観光まちづくりビューローについては、平成３１年から観光関連施設の管

理運営の受託とともに、観光まちづくりを掲げて事業をスタートしていますが、現状とし

ては低迷している観光関連施設の運営状況や人材不足などの課題などから、本来の役割を

担うまでに至っておらず、改善に向けてはマネジャー会議や理事会で協議を重ねながら進

めている状況にあります。今年度は、宿泊施設の利用を拡大するために外部予約サイトの

活用や体験プログラムの更新、情報発信を強化していくこととなっておりますが、今後さ

らに課題となっている事業運営の強化を図りながら地域一体となる観光マネジメントに取

り組んでいかなければなりません。

組織の構成につきましては、目標としているＤＭＯ設立に際して地域内の他業種、関係

者との連携が条件となりますので、構成の見直しについてはその時点を一つのタイミング

と考えています。

職員体制に関する課題につきましては、町内向けの募集広告や職業安定所の求人を行っ

ておりますが、人材の確保が困難であるため、地域おこし協力隊員制度の活用も行ってお

り、８月２８日付で本部づけ１名の隊員が着任しています。ピンネシリ温泉、農業体験交

流施設、本部事業など不足している部分に関しては、継続して募集を行っていきたいとい

うふうに考えております。ご質問の中で事前になかった３点目の質問に関するところでは

専務理事の不在というようなところのご指摘でありました。体制の強化については、役員

級の人材の確保ということが欠かせないというふうに考えておりまして、それらの体制を

構築をしていきたいというふうに考えます。

町内観光資源の活用についてですが、なかとんべつ観光まちづくりビューローは、活動

方針として地域に根差した組織として地域観光資源を積極的に活用し、事業化及び商品化

を図るほか、情報を発信していくことを掲げておりますので、直接的には管理運営してい

ない施設についても地域活性化のために関係者の連携の下、取り組んでいきたいというふ

うに考えています。

観光振興計画における組織の位置づけでありますけれども、観光まちづくりを推進する

組織として観光関連施設の有効活用をはじめ地域で連携を図り、観光資源を活用した滞在

プログラムの展開や特産品の開発のほか、地域内外に情報発信を行うことで交流人口や移

住者の増加、地域経済の活性化による雇用の増加、人口減少対策に寄与していきたいとい

うふうに考えております。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 町長、答弁いただきましたけれども、私は議会での一般質問と

いう、議員として理事者に対するいろんな行政質問をするというこの制度自体は生かして

いかなければならないと思っているのだけれども、それを当町は事前通告制でやっていま

す。事前通告というのは議会の効率化等々のためで、余分な時間も取らせないようにしよ
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うということで前もってこういう質問をしますよと言っている。それに対して事前に答え

てくれると。制度としてはいいのだけれども、我々は３回という回数の範疇でしか動けな

いので、一般質問は。そうすると、きちっと答弁してもらわなければ駄目なのだ。答弁書

を誰が書くのか知らないけれども。私も何十年もそういうことをやってきたのだけれども、

言うならば総論だとか論理上の問題だけでごまかそうとして、第１回目の質問に対する事

前通告に対する答弁が全く具体化されていない。具体的な答弁になっていない。私は結構

細かく質問したつもりだけれども、何も具体的な答弁になっていないでしょう、これ。先

ほどの細谷議員の質問も不十分です、答え方として。第１回目の質問に対する答弁として。

だから、当然担当課長が原案をつくって、それを町長が承認したということで、もちろん

町長の責任が最後にあるわけだけれども、こんなことで議員が納得すると思っているの、

皆さん。私は細かく砕いて言って、少なくともそこについては反応があるかと思ったら、

全くないわけでしょう。こんな答弁では答弁ではないよ。だから、そういう意味では今後

議会改革特別委員会もつくるようですから、そこで一般質問の在り方、事前通告廃止すべ

くだと私は思っているのです。こんなものは意味がなくなってしまう、１回目の質問と答

弁は意味がなくなってしまう。これも１回だと思って答弁するのでしょう。こんな答弁を

したら、本来は再質問だとか再々質問なんかしなくてもいい答弁を書いてもらえばいいの

だ。聞きたいのだ。これであれば絶対に再質問だとかそういったものを期待して答弁して

もらっているような感じで。本当にこれは皆さんで反省してもらいたい。なるべく分かる

ように質問した以上はそれに真摯に答えてもらわなかったら一般質問でなくなる。

そこででは、再質問を改めてします。町長も今の観光まちづくりビューローが不十分な

体制で、それからせっかく採用した職員も次々と辞めていくといった状況で大変苦労して

いることは分かる。だけれども、辞めていくというのはそれなりの理由があるわけでしょ

う。そこを改善しないで次々と入れたってどうしようもないことなので。１つ、まず第１

問の１、本当に町が目指す観光行政促進とＤＭＯという役割からすると、町以上にさらに

専門的に町内の観光資源を網羅して、管理運営の問題だけではなくてどういう方針で中頓

別町の観光を進めることが理想なのだ、適当なのだという、そこの部分を検討するのが本

来ＤＭＯの役割であって、ある資源、観光資源、例えば温泉を運営するとか経営するとか

という問題は二の次で、そんなものは子会社に委託してもいいわけで、だけれども温泉を

今後どうするかというところを考えるのがＤＭＯの役割だと思う。そこで、行政とＤＭＯ

の当町の観光推進についての合致している点、どういったところで関わっているのか、そ

の辺をもう少し聞きたいということと、マネジャー会議って突然出てきてた。マネジャー

会議って何ですか、これ。突然に本部長の下にマネジャーというのが出てきて、マネジャ

ー会議だったら本部長は出ないわけ。何か訳が分からない会議をただ答弁の中に出したっ

て、こんなもの意味がありません。理事会の人数が少ないのでないか、例えば私たちが見

てきた豊浦町のＤＭＯは、地元の金融機関、産業団体、みんな網羅しています。そういっ

たことでいくと、早くそういうスタイルにしなければ駄目ではないですか。これを町長は
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その時点を一つのタイミングと。その時点っていつのことですか。これをきちっと言わな

かったら、私は早くこういうふうにしたらいいのではないかと、いや、そういうものは要

らないというのなら分かる。そのほうがいいと思うのだったら、いつやるのかきちっと答

えてください。

次、３点目、職員体制なのですけれども、私は今の本部長は非常に能力もあるし立派だ

なと思って、何回も会って話をしています。この人が来てくれたからよかったなと思った

のだけれども、非常勤です。幾ら立派な、優秀な職員でも本部長を非常勤という体制でや

って、それで務まりますか。しかも、専務理事も置いていないのです。だから、少なくと

も今の、私は非常に能力のある本部長だと思うから、そういうやむにやまれない状況でそ

ういう勤務態様しかできないのであれば、その下できちっと動く人を早く得たいと、そう

いうふうにすべきでないかということを言おうと思ったら、いつの間にかマネジャーが８

月に出来上がった。これはこれでいいと思う、どんな人か分からないけれども。だから、

せっかくの能力のある本部長であれば、本部長の意図する動きがこの人にできるのかどう

か、そこが問題だと思う。だから、そういったところを今後も含めて専務理事の問題、そ

れから本部長の体制、今のままでいくのか、今の人を専任の本部長になってもらうような

努力をするのか、その辺よく答えていただきたい。

それから、４点目、結局ＤＭＯというのは中頓別町の観光資源全部を網羅して、面とし

て考えなければならないのが鍾乳洞も入っていない。これはだけれども、以前に町長は鍾

乳洞も入れたいと言ってくれたことも私は知っています。でも、いつ入れるのか。鍾乳洞

は振興公社が管理しているから、いい。管理はいいのです、振興公社に任せても。しかし、

鍾乳洞を将来どうするのか、どう生かすのか、さらによい鍾乳洞にするにはどうするのか

というものを考えるのがこのＤＭＯではないの。そういうものでしょう。だとすると、管

理は振興公社に委託しているとしてもＤＭＯの管轄の中に観光資源として鍾乳洞は当然入

るべきでしょう。それから同時にスキー場も。それから、寿公園も当然ですし、場合によ

っては今論議されている丹波屋のことも一つは観光資源として一面では見れるかもしれな

い。そういうことも含めてそういうことを考えるのがこのＤＭＯの仕事だと思うのですけ

れども、この辺どうでしょう、町長、もう少し町長の考え方をお聞きしたいと思います。

最後に、観光振興計画をこれから町がつくっていくということになっていますけれども、

本当は観光振興計画はＤＭＯがつくっていいものだと思うのです。町の行政担当者がどこ

かへ委託してつくるのではなくて、ＤＭＯが町の全体的な観光資源を考えて、これをどう

いう方針でやろうとするのかを考えるのがＤＭＯの役割だとすれば、ＤＭＯが考えている

方向をどこかの会社に委託して観光振興計画をつくるという、そんな関わりがあるのかど

うか。これＤＭＯ全く関係なくて観光振興計画なんてあり得ないと思うのですが、いかが

ですか。ちょっと長くなりました。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 答弁がもし質問の趣旨とかみ合わなかったらご指摘をいただきた
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いと思います。

まず、１点目の町が目指す観光とＤＭＯの関わり方ということになると思いますけれど

も、基本的には、これは最後の質問とちょっと重なるところはありますが、町は２年かけ

て観光振興計画を策定をしてきて、その観光振興計画の中にＤＭＯになっていく組織を位

置づけて、その中で観光まちづくりビューローが組織化されたという経緯、ご質問の中で

も今ある観光振興計画の位置づけやその辺のＰＲ不足というか、説明不足が起因している

のかもしれませんけれども、まず基本的な位置づけが町のほうから十分に伝えられていな

いというところがあったのかなというふうに思います。今申し上げましたとおり、町とし

ては観光まちづくり推進ということで観光振興計画を２年間かけて策定した上で、それに

基づく展開の中にＤＭＯというか、観光まちづくりビューローの役割があるという、その

位置づけについてまずご理解を賜りたいというふうに思います。その中で、全ての観光資

源を一括というお話もありましたけれども、まず観光振興計画の中でもしっかり稼げると

ころを目指すというようなところもあって、スタートとしては敏音知にある、それまで管

理も分散していた町と観光協会と観光開発株式会社というふうになっていたところを一元

化して進めるという中に今のビューローの位置づけがあって、その展開の後にということ

で次を考えていこうというふうになっていました。東海林議員からすると全体としては町

の、あるいはビューローの取組の展開がスピード感がないので、そこに至って納得できな

いというようなことになっているのかなというふうに思います。冒頭にも申し上げたとお

り、ビューローとしては組織体制を含めてまだ全然十分に機能していないということは率

直に認めざるを得なくて、その体制づくりということにさらに取り組んでいかなければな

らないというふうに思っています。いずれにしましても、町としても専任の、専任という

か、観光だけではないのですけれども、観光を主に新しい室を設けて観光まちづくりを推

進するということと、ＤＭＯが一体となって町の観光を守り立てていけるように取り組ん

でいかなければならないというふうに考えています。やはり現状の観光というのは若い世

代が将来に夢や希望を持って働ける場所に残念ながらなっていないというところがあるの

で、そこに着手できるようにしっかり取り組んでいくというのが町とＤＭＯの役割として

あるというふうに認識をしております。

それと、マネジャー会議というのはビューローのほうで所管している自然学校であると

か、道の駅であるとか、温泉であるとか、農業体験交流施設、それぞれの所管している責

任者の会議のことなので、ビューローの組織内の担当責任者の会議というふうにご理解い

ただければというふうに思いますけれども、いずれにしましても今現在専務理事が退職し

た後補充できていないという状況にあります。基本的には町からの負担を少しでも減らす

方向でいかなければこのビューローを立ち上げた意味がないというふうに認識しています

けれども、その中で専任の専務理事が退職して、かつこのコロナの状況の中で観光客の入

り込みにしてもいろんな売上げにしても大きく落ち込んでいるというような状況の中で、

どういう形でこの組織を改めて強化していかなければならないのかということについては
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今ビューローの中でも議論をしているところでありまして、それらについてはできるだけ

早い段階で答えを出していかなければならないかなというふうに思います。窮余の策とし

て町内の在住の方を組織の本部長という形で、非常勤ですけれども、迎えて今乗り切ろう

としているところでありますけれども、実質的にはほぼ専任に近い体制で今も頑張ってく

れているので、改めて今前段で申し上げた話を含めてビューローの職員体制を整えていく

ようにしっかり対応してもらいたいというふうに考えています。私自身が代表理事を軌道

に乗るまではやらなければならないというふうに考えているので、産業課の新たにできた

室とともにしっかりそこは町としても対応していくようにしたいというふうに思います。

それと、４点目の質問は、先ほどちょっと触れてしまいましたけれども、中頓別町の鍾

乳洞、スキー場、寿公園などを含めた観光振興というお話でした。決してそれはそうして

いないつもりではないのですけれども、まず先ほど言いましたように、敏音知地区を核と

して、その中でいろんな宿泊体験のできる場として鍾乳洞やスキー場やその他の施設等に

ついても活用を図っていくというようなことで、観光としての商品開発、そういうことに

ついてはビューローとしても取り組んでもらうというような考え方に立っています。

５点目の質問は、先ほど言いましたように、観光振興計画とＤＭＯの位置づけについて

冒頭に説明したとおりなのですけれども、改めて観光まちづくりビューローの役割として

は、単に施設管理を行うということではなくて、観光まちづくりを通して町の地域振興に

寄与していくということをミッションとして、使命として掲げておりますので、これから

も町と一体となって観光を守り立てていく役割を担ってもらうように育てていきたいとい

うふうに考えています。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 町長はよくしようという意欲は十分あるし、そういった気持ち

は分かるのです。分かるけれども、もう少し町の人にどうしたいのだ、どうするのだとい

うところを見せなければ駄目なのだ。だから、職員もただ集まらない、集まらないって、

お金出せば集まるに決まっているのだよ、あれ。

もう一つ確認したかったのは、空いている専務理事、これは配置するのですか。配置し

ないで今の本部長の体制でやろうとしているのか。だとしたら今の本部長の職務態様、私

はっきり言って何回も行っているけれども、彼は忙しくてほとんど午前中いないときも多

いのです、何回も行っているのだけれども。彼の話を聞くと、本当に立派ないいセンスを

しているし、本当に信頼に値するし、こういう人が本当は専任になって、専務理事になっ

てくれればいいのになと逆に思っているのです。だから、その体制をこれからどうしよう

としているのか。

それから、マネジャーというのを８月に入れたそうですけれども、どんな職員かもよく

分からない。これは変な話だけれども、町と相当関わりがあると思いながら本部長も知ら

なかった。蓮尾さんがなったということも知らなかった。これは町長、そういったＤＭＯ、

民間法人とはいえ町との関わりが深いのだから、場合によっては議会があるようなときに
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そういった職員を紹介してくれるような、そういう態度も欲しいと思います。それで、今

の職員体制はどうするのかというのが１点。

それと、町長、敏音知地区が中心だからというから、敏音知地区は一生懸命やらなけれ

ばならないから、鍾乳洞やそういったものはできないとは言わないけれども、それとの関

わり、当然そうなのです。拠点地区というのがあって、その拠点との関わりを全ての観光

資源に結びつくというのが狙いですから、それは分かるの。だから、町長、もう一回確認

したいのはＤＭＯに私が言っている鍾乳洞は入っているのですか、ＤＭＯの管轄に。それ

から、スキー場は入れようとしているのですか。寿公園はどうなのですか。その辺だけは

っきりしていただければと思うのです。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 今後整えていく組織の役員及び職員の体制については、個人的な

評価等についてはあえて言及いたしませんが、ＤＭＯの中で経営人材としての専務理事は

基本的に不可欠な立場であるという認識を持っておりまして、その配置はどこかでしなけ

ればならないと。ご紹介をいただいているので、それは可能な限り早くそういう体制が整

うように努力をしたいというふうに思います。

あと、マネジャーに関しての誤解があると思うのですけれども、８月に入ったのはあく

までも地域おこし協力隊員でありまして、ビューローの本部の仕事をしてもらうというこ

とで、マネジャーと言っているのは自然学校の担当責任者、道の駅の担当責任者、温泉の

支配人というようなところでやっている内部会議なので、そこはちょっと。

それと、観光振興計画及び、それからＤＭＯの役割の中で鍾乳洞、スキー場、寿公園等

々のお話がありました。私の先ほどの説明が悪かったというふうに思いますけれども、本

町の観光振興は敏音知地区だけでいいということでは決してなくて、これは全町を、地域

資源、観光資源を最大限活用して進めていくと。そういう意味ではＤＭＯの活動において

もそういったエリアを含めてどういうふうに振興、活用していくのかということを考えて

いくという役割を持っているというふうにご理解をいただければというふうに思います。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 再々質問まで終わりましたので、あとちょっと漏れているなと

思うところもあるのですけれども、１つはＤＭＯの組織体の見直し、これをなるべく早く

やって強力なものにしていただきたいというお願いと、もう一つは有為な職員を、これは

お金がかかっても仕方がない、有為な職員を配置するということにしないと進まないと思

います。だから、私は今の本部長をやっている方を非常に買っていますので、何とかこの

人を中心にでも、そしてマネジャーというのが本部長の下で本部長の意図に従って動き回

ってくれる役割なのだろうと私は思っているのです。それであればいいなと思っている。

ひとつそういったことの私の勝手な思いもありましたけれども、この問題、町民が深く関

心を持っていることですから、ほかの道路や学校やいろんなことの施設整備もさることな

がら、やっぱり温泉を中心にした中頓別町の観光に町民が納得できるような方向に進んで
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いただければと思います。よろしくお願いします。

〇議長（村山義明君） これにて東海林さんの一般質問は終了しました。

引き続き、受付番号３番、議席番号１番、髙橋さん。

〇１番（髙橋憲一君） 受付番号３番、髙橋憲一が質問を行います。

１点だけ伺います。哺育育成センターの運営方針について伺います。これから設置され

る哺育育成センターについてどのような運営が行われるのか酪農家の中から不安や戸惑い

の声が聞こえております。哺育育成センター設置に当たって酪農家の利用方法や希望の取

りまとめがどのような方法で行われたのか、また規模や運営方法についての決定はどのよ

うに行われたのか、酪農家の方々がどのような形でこの計画に参加したのか伺います。こ

の施設は、指定管理の方法で運営されると言われています。ということは実質的な町営の

哺育育成センターということになります。設置だけでなく経営も町費が支出されるわけで

す。酪農家に対する公平性をどのように保証する考えなのか伺います。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 髙橋議員の哺育育成センターの運営方針についてのご質問にお答

えしたいと思います。

本町の酪農業の課題として育成牛の哺育率が低く、後継牛の外部導入への依存度が高い

ことが従来より挙げられておりました。これは労働力や施設の老朽化、狭小化等が主な要

因となっており、町としても乳牛価格等の外的要因が農家経営に悪影響を与えている状況

を解消していくことが重要と認識しておりました。そこで、平成２９年度に哺育育成牛預

託施設の整備について検討するため、草地整備希望量の調査と併せて農業者へのアンケー

ト調査を実施した結果、預託施設へ預託を希望する農家が３分の１程度あることが確認さ

れました。このことから、道営草地畜産基盤整備事業での整備の方向性について具体的な

検討を始め、振興局や農協と協議する中でアンケートによる預託希望頭数及び哺育育成施

設へ飼料供給可能な農地面積等を勘案した結果、現在進めている年間１４４頭、総預託頭

数２７６頭分の規模での事業計画を取りまとめる形となりました。預託施設の整備内容や

運営方法につきましては、他市町村の施設を参考に中頓別町農協と協議しながら進めてい

るところであります。運営体制につきましては、現時点では施設をより有効に活用してい

くには指定管理による運営が望ましいのではと考えているところでありますが、委託等そ

の他の運営方法についても検討しているところであります。施設の整備は、本年度から令

和５年度までの間で徐々に整備していく予定であり、具体的に預託の受入れを開始する時

期はまだ明確になっておりませんが、利用希望者の意向を踏まえながら進めていくよう適

時説明会等を開催していきたいと考えております。施設運営に当たっては、本町の基幹産

業である酪農業の維持発展に重要な施設であり、地域酪農の振興には欠かせない施設であ

るとの考え方から、公共牧場の運営と同様に町として物心両面での支援は必要と考えてお

ります。

〇議長（村山義明君） 髙橋さん。
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〇１番（髙橋憲一君） 再質問ということにはならないかと思いますけれども、まだ明確

に決定されたということではないようでありますから、これから酪農家の意見を十分取り

入れて酪農振興に寄与するように整備、運営をしていただきたいということで希望いたし

ます。

私の質問はこれで終わります。

〇議長（村山義明君） これにて高橋さんの一般質問は終了しました。

引き続き、受付番号４番、議席番号４番、宮崎さん。

〇４番（宮崎泰宗君） 受付番号４番、議席番号４番、宮崎です。新型コロナウイルスの

影響について伺います。

新型コロナウイルスの感染拡大は悪化の一途をたどり、世界的には今も感染者、死者が

増え続けている状況であります。日本国内においても重症化の割合は減少傾向に向かって

いるようでありますが、緊急事態宣言の解除後に最大の感染状況を迎え、ここ北海道でも

１０人前後の感染者が再び確認されるようになってきました。これは感染対策と経済活動

の両立と緊急事態宣言や措置の解除の緩み、都市部の感染者数に対する慣れや感覚の麻痺

などが要因であると思われますが、中頓別町のように感染者が確認されていない地域にと

ってはストレスの高い状態が続くことになります。行政のほうでも感染対策が続けられて

いると思いますが、既に福祉施設では一部で再開されている面会が今月から町国保病院の

ほうでも制限付で可能になるとの一方で、行事等については開催できそうな町内限定のも

のでも敬老会などについては中止され、駅伝大会や文化塾などについては開催されるなど、

実施等の可否についてはどのように判断されているのか。また、町内の経済対策としては

国からの給付金、道と町からの支援金、商品券の発行なども行われておりますが、給付や

消費の状況についてはいかがか。道内では特に観光業への打撃が大きく、道民割やＧｏ

Ｔｏ トラベルなども行われておりますが、町内施設の観光的利用や経済への影響につい

てはどのように捉えておられるか。

しかしながら、新型コロナウイルスによってもたらされた影響は悪いことばかりではな

いかもしれません。感染対策等から今後に生かされ、続けられていくことも幾つもあると

思いますが、若い酪農家を中心に長く要望されていながら停滞していた町内全域への光回

線の整備拡大がテレワークや安定したリモート通信の環境を増やす観点から急速に動き出

すことになりました。早期実現の可能性、今後の日程や見通し等についても改めて伺いま

す。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 宮崎議員の新型コロナウイルスの影響についてのご質問にお答え

したいと思います。

町では７月９日付で新型コロナウイルス感染症におけるイベント、行事等に関する取扱

い基準を定め、町主催の会議、イベントや行事等を開催する場合は適切な感染防止対策を

講じた上で新北海道スタイルを実践し、開催することとしています。さらに、感染防止に
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万全な配慮をするため、３密の防止、飛沫感染、接触感染を防止、施設利用者へは検温、

体調管理の確認や利用者名簿を作成するなどを行い、開催しているところであります。敬

老会は、町内のみの参加者ではありますが、参加対象者が新型コロナウイルス感染症のハ

イリスクとなる方が多く、会場での３密を防ぐ目安、おおむね町民センターの場合は１０

０人程度も大きく超えることから、高齢者の安全面を考慮し、中止としました。一方、駅

伝大会は町内の大会で参加対象者も把握ができ、屋外で３密も防ぐことが可能ということ

で開催され、文化塾に関しても屋内での開催ではありますが、適切な感染防止策を講じる

ことが可能と判断され、開催となったところであります。行事への参加人数、町内外の参

加者、屋内外での開催など様々な条件はありますが、取扱い基準を基本とし、感染防止に

万全を期すことが可能かどうかを総合的に判断した上で開催における可否を決定すること

としています。

経済対策としての町からの支援金及び商品券発行事業等の状況については、９月４日現

在で休業協力、感染リスク低減支援金の給付が５６件で６５０万円、まごころ商品券の発

行が約２，８３０万円、今追加販売になってもう少し広がっていると思いますけれども、

すみません、古い数字になりますけれども、この時点では、９月４日時点です、では２，

８３０万円で５６．６２％ということのようでした。牛乳、乳製品購入券の利用実績が約

３６万円、２割強というふうになっているほか、つなぎ融資制度の利用が３件となってい

ます。

鍾乳洞やコテージなど町内観光施設の利用状況は発生以来大きく落ち込んでいますが、

６月以降は徐々に回復し始め、８月には例年に近い利用人数に戻りつつあります。道民割

については、町内で登録となっている宿泊施設として現時点でピンネシリ温泉で５名、コ

テージの宿泊で３９名、スマートモデューロの宿泊で１４名の利用があります。観光入り

込み数の回復に向けては新たな取組が必要と考えており、新規の観光客を迎えられるよう

今年度は体験メニューの見直し及びモニターの実施を行い、今後に向けて準備を進めてい

くこととしています。また、キャンプ場につきましては例年並み以上の利用があり、今後

においても増加が期待できると見込まれているため、設備の見直しを含めて検討していき

たいというふうに考えています。

全町的な光回線の整備に向けては、現在事業の実施主体となる通信事業者、ＮＴＴを通

じて国への申請書類を提出している段階にあり、交付決定までには今後一、二か月ほどか

かる見通しとなっています。交付決定され次第工事に着手していくことになりますが、冬

期間におけることもあり、実質的な工事は次年度に繰り越されることを想定しています。

サービスの提供開始時期は令和４年度に入る予定ではありますけれども、事業者と協議の

上、少しでも前倒しできるよう協議を進めていきたいというふうに考えております。

〇議長（村山義明君） 宮崎さん。

〇４番（宮崎泰宗君） しつこいとは思うのですけれども、新型コロナウイルス感染症に

関しましては日本で感染が拡大してきた３月から６月、そして今回と、一般質問でお伺い
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するのは続けて３回目になります。最新の状況では国内の感染者数そのものが減少傾向に

向かっているような印象もありますので、特段確認をさせていただく必要もないくらい、

次回までには落ち着いてくれていたらいいなと感じるところではありますが、道内では１

０人前後、全国でも日によっては緊急事態宣言時を越える新規感染者が確認されているこ

とから、再度質問させていただきました。

まずそこで、前段のコロナ禍における行政主体行事の在り方については、これは再三お

伺いをしてきた内容でして、これに対しては今回７月９日以降については新北海道スタイ

ルの実践なども含めて一定の基準を設けて開催できるものについてはそういうふうに判断

をして開催しているということになるかと思います。ただ、これ別に７月９日以前につい

ても開催したものとか開催していないものというのがあるわけで、ちょっとこの辺が、こ

れは何回も聞いているのですけれども、ずっと引っかかっているのです。これは人類と未

知のウイルスとの壮絶な闘いとして恐らく歴史に刻まれるようなときを私たちは今過ごし

ているわけですから、そういう中で開催されているものの中でも同じように感染対策しな

がらほぼフルスペックでの開催であったりそうではなかったりと手探りの感じというのは

否めないと思いますので、今回も例えばということで最近の行事を例に聞いてみたわけな

のですけれども、例えば敬老会だったら参加者も年々多い行事の一つだと思いますので、

これについては７５歳以上の方々のリスクというものも考えて、今年については開催しな

いという判断をされたのだと思いますが、だとすると敬老会については来年以降も開催で

きない可能性が出てくるのではないかなと思います。万が一だとは思いますけれども、例

えばもし来年になっても今とあまり状況が変わっていないとしたらそうなるのではないで

すか。そういうことも言えると思いますが、ひとまず今回については形を変えてというも

のになるかと思いますが、敬老会の代わりに高齢者の方々へ消毒液だったりお菓子なんか

をお届けするということでなったのかなというふうに思います。これについては以前にも

同じようなことが行われていたのではないかなというふうに記憶しているのですけれども、

ここ最近は例えば敬老会に出席できない、参加できない、出られていない方に対しては、

配付されているものはここ最近はないように思うのです。以前は紅白まんじゅうとかでし

たか、あとお弁当とかもあったかもしれませんけれども、今は名簿も配付されていないの

ではないかなというふうに思います。でも、今年はそれこそコロナの影響で皆さんに何か

しら配付される、以前のようにです。こういうことは状況が今後さらに好転しても続けて

いっていいことだと私は思いますし、コロナウイルスの影響から改めて気づかされるこう

いったことは多いのではないかなと思いますが、このような点についてはいかがお考えか。

また、例えばということで先日開催された駅伝大会については、例えば敬老会のように

高齢者が多くはないし、屋外だしというようなことで比較的ローリスクと判断されたのか

なというふうに思います。ただ、例えば演劇であるとか、歌であるとか、スポーツなどの

呼吸とか、その飛沫というのはハイリスクとする見方もあると思いますが、これについて

はほぼフルスペックでの開催だったかなというふうな印象です。ただ、前日ぐらいまで当
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日雨の予報があったと思うのです。また、この時期とは思えないぐらい暑い日も続いてい

たので、担当者の判断であるとか、恐らく会議の中でそういう話が出たこととかもあって

テントを用意されていたというふうに聞きました。しかし、当日テントは使われなかった。

役場までは運んでおられたようなのですけれども、密になる可能性などを感じて違う意見

なんかが出てきたのか。特に閉会式はちょっと密な状態だったのではないかなというふう

に思いました。役場の中でというふうになるくらい、間違いなく暑さの影響だと思うので

すけれども、数人が熱中症のような症状になっていたと思います。給水ポイントとかもな

いので、テントだけの問題ではないかもしれませんし、駅伝大会だけに言えることでもな

いとは思うのですけれども、こういった行事においてもコロナウイルスに翻弄された結果、

ほかに危険な影響が出てくるということもやっぱり考えなければいけないということも学

ばされているのではないかなと思うのですけれども、この点についても伺いたいと思いま

す。

そして、これら含めて根本的なことについてなのですけれども、万全の対策を講ずるこ

とができるか否かというところで判断されているのだと思うのです。では、例えば中頓別

町でも感染者が一人でも確認されている状況だったら行事をやりますか。私は恐らくほと

んどやらないのではないかなというふうに思います。これは感染者が公に確認されている

わけではないから、開催できるというような判断も生まれてくるのではないかなというふ

うに私はずっと感じているのです。もちろんそういう中でも実施すべきことはあると思い

ます。ただ、最低でも今年に関しては正直様子を見たほうがいいのではないかなと思える

もののほうが圧倒的に多いと思います。そういうものでも開催されているということに疑

問を感じておりまして、例えば感染力のあるウイルスを持っている人がその場に一人でも

いたらと思うと、これはぞっとしますよね。感染を完全に防ぐことはできないのではない

かなというふうに思います。極端なことを言えば行事とかイベントとかをやらないこと、

だけれどもそれに勝る万全の対策というのはないと思います。どうも無理して開催をして

いるようなものもあるような気がするのですが、この辺はどうなのでしょうか。無理して

いるとはおっしゃらないと思いますけれども、これについても伺いたいと思います。

感染対策ということについても、行政のほうでは今現在はどうされているか分からない

のですけれども、町外であるとか、道外から来られる方等とか、５人以上での会食なんか

を再度制限されているというようなことも聞いたのですけれども、例えば消毒液を設置し

たり、マスクを着用したり、つい立てを立てて入室を制限したり、飛沫防止の対策を取っ

たりということについては今も続けられていると思います。これについても、では今後例

えばワクチンが供給されるようになって、コロナウイルスが例えば季節性のインフルエン

ザのような存在になったり、ＭＥＲＳとかＳＡＲＳのように消滅したのではないかという

ようなことになったとしたら、こういうことはどうされるのでしょうか。先ほどのイベン

トや行事を今後考える上でも何でもかんでも完全に元に戻すのが正しいというふうには言

えないと思いますので、また対策になることは全部そうだと思うのですけれども、例えば
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消毒液の設置一つ取ってみてもほかのウイルス等に対しても効果があると思われるアルコ

ールであるとか、ポピドンヨードとかですか、こういったものを公共施設それぞれで十分

な量を常備、常設するということは、私はやめるべきではないのではないかなというふう

に思います、どんなに状況が変わっても。何か今も施設によっては消毒液が不足がちにな

っているところがあるというような声を聞いたりもしますので、その確認であるとか配置

の徹底も含めて今後についてはどのようにお考えか、感染対策についても伺いたいと思い

ます。

続きまして、経済対策についてですけれども、これについては国からの給付金や道の支

援金のほかに町としても対策を講じてきているわけですけれども、それで町の経済はどう

なっているのか、町の経済状況をどう捉えているのかということを伺っております。恐ら

くコロナウイルスの影響があっても売上げは減少していないとか、最低でも例えば感染予

防するための余計な経費はかかっていないというところは私はないのではないかなと思い

ます。いわゆるコロナ倒産というものも全国で５００件を超えたとされていて、今年だけ

で１，０００件になるとも言われています。現状町内でコロナウイルスの影響による倒産

や閉店、廃業という例はないと思うのですけれども、今後コロナウイルスの影響による倒

産などを防いでいけるのか。これは答弁書のほうでは参考ということで、今月４日時点ま

での実績をより分かりやすく出していただいております。コロナウイルスの影響による各

事業所の減収であるとか、そうやって増えた経費に対する補填的な意味合いとしてでも休

業等の感染拡大防止対策に対しては総額６５０万円の支援が行われていて、牛乳、乳製品

の消費を促す購入券であるとか、プレミアム商品券については例年２割のところを今回は

５割のプレミアム率で、セット数も、このときに設定したこのときの数だったと思うので

すけれども、人口１，６６６人掛ける４セットで６，６６４セット、これを１セット最大

で７，５００円で計算すると総額約５，０００万円と、本当にいつもの倍以上の規模で発

行されています。商品券については私もまだ、例えば購入されていない方などへお勧めし

たりするのに商工会に確認させていただいたりする中で、先ほど町長からもお話がありま

したけれども、今はさらに残り少なくなっていると思いますが、最後に聞いたときが残り

約９００セットということだったので、参考からいくと、さらに２，０００セットが追加

で販売されていることになると思います。行政のほうでも情報をつかんでいらっしゃるの

かなとは思ったのですけれども、例えばそれで消費が回復したかどうか正確につかむとい

うことは正直難しいと思いますので、こういった対策を講じたことによる現時点での印象

ということでも構いません。職員の皆さんはもちろん町民の皆さんの消費の意識、各事業

所の営業努力について行政としてはどう感じておられるか、この点についても経済対策の

分野、再度お伺いしたいと思います。

また、その中でも特に観光の分野とされている施設等については、先ほど細谷議員も観

光看板のお話をされていましたし、東海林議員が特にビューローについてご質問されてい

ましたけれども、具体的にというか、これについても事例的なというところで主に敏音知
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地区の施設の利用状況をお答えいただいていると思います。例えば、これは前の話だと思

いますけれども、道内でも道外でも感染者が確認されている地域からの来客に対する不安

なんかもビューローのほうでもあったと思いますので、コテージの利用などを一時制限し

ていた影響なんかも、これは減収には影響しているのではないかなというふうには思いま

す。それがご答弁からいくと６月以降は回復傾向にあって、特にその中でも８月のキャン

プ場については例年並み以上の利用があったということは、私も自分の目で見てそれは感

じました。ちょうど近くでヒグマが目撃されたというときが一番利用されている方が多か

ったのではないかなというふうに思って、私もそのとき目撃したのですけれども、たくさ

んいらっしゃるのを、利用されている方がたくさんいらっしゃったと思います。

ヒグマの話をするわけではないのですけれども、熊の目撃とか捕獲、被害というのも年

々増えているようで、昨年も捕獲数が全国で６，２８５頭で最多を更新したというニュー

スがつい最近あったと思うのです。そういう心配もあったのですけれども、キャンプ場に

しても、コテージにしても、道の駅の駐車場、スマートモデューロとかも入られていたの

ではないかと思いますが、道の駅側があんなに混んでいるというのを初めて見たような気

がします。残念ながらそれに対して道路向かいのピンネシリ温泉は閑散としているような

印象でした。特にキャンプ場の利用者が増えた要因としては高まっているアウトドアの人

気であったり、このコロナ禍でキャンプブームというのがまた起きているというのがある

と思うので、この辺は設備の更新などを考えたくなる、ご答弁からすると、なるようなお

気持ちも分からなくはないのですが、キャンプなどのアウトドアでもクラスターが発生し

ているということもやっぱり考える必要があると思いますし、コロナウイルスの影響によ

って伸びているところ、落ち込んでいるところなんかも冷静に見る必要があると思います。

ただ、コロナウイルスのせいにできないこともたくさんあると思いますので、特に今ビュ

ーローが指定管理を受けている施設の中では特に温泉の問題があるのではないかなという

ふうに思います。残念ながら町内でも変わらず評判はよくはなっていないというふうに思

います。雇用とかについては維持していけるようなことを考える必要はあると思うのです

けれども、今の施設にお金をかけ続けて維持していく必要が本当にあるのか。これについ

ては前年度、建物の調査であるとか、今後の構想に関する意見交換なんかが一部で行われ

ておりましたが、今年度についてはコロナウイルスの影響もあってか、あまり議論されて

いないように思います。今なかなか大勢で議論しづらい状況ではありますけれども、今後

どういった形で将来性を判断していこうとお考えなのか、この部分について観光について

は再度伺いたいと思います。

そして、最後の部分になります。光回線の整備については今後のことを改めてお答えい

ただきまして、これまで特に若い酪農家の方々から私自身も相談を受けて一般質問等で何

度も伺ってきたのですけれども、ある意味これもコロナウイルスの影響で実現が早まった

のかなという印象です。当然交付決定されたらということでありますけれども、これから

冬を迎えるということから、工事は来年で利用できるようになるのは再来年、令和４年度
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になるだろうということで、以前にも実施されたと思うのですけれども、利用件数の見込

み調査みたいなものというのが、前にもあったかと思うのですけれども、こういうことは

今後もう必要ないのか、今されている申請の中に前にやった結果なんかが含まれているの

か、この点だけ確認させていただけたらと思います。

再度よろしくお願いいたします。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 多岐にわたるので、漏れましたらご指摘ください。

まず、行事の在り方等についてでありますけれども、これは国において、あるいは道に

おいても一定の考え方を示しているところでありますけれども、それを基本としつつも、

本町は高齢者が多いということを鑑みると、それ以上の厳しい、厳しいというか、厳格な

対応をしていく必要があるだろうという基本認識を持って、先ほど答弁させてもらった取

扱いの基準だとか、実際にそれに基づいてやる、やらないの判断については行うというこ

とについて、ここは職員ともみんな共有して判断しているところではないかというふうに

思っています。その中で、個別の事業についてどうしても講座なんかをやったりする場合

は何人参加するかというのは当日でないと分からないところもあったりして、想定より多

かったりすると想定外に密な状況だったのかなとかというようなイベントもあって、イベ

ントというか、そういうものはあったのかなというふうに思うところでありますけれども、

そういうことも経験値として積み上げながら、これから一つ一つ丁寧に開催の可否につい

ては判断をしていきたいというふうに思います。いっそのことほとんどやらないという選

択もあるかもしれませんけれども、できるものは万全な対策を取ってやるということが現

時点では望ましいのではないかというふうに思っています。ただ。８月末ぐらいに国にお

いても道においても警戒レベルごとの対応方針みたいなものを示されていましたので、こ

れについて町としてもそれに５段階の警戒レベルに即して今後対応していくということを

固めました。これは行政報告のほうの資料に多分ついていたと思いますけれども、今は８

月、９月集中期間というのもありますけれども、今後においてはそれをベースにしながら

状況の変化を十分踏まえた上で適切な対応が取れるように判断していきたいというふうに

思います。

それと、敬老会のお話をいただきまして、今年は本当にせっかくの楽しみしている会が

できないということで何とか、どうしても巣籠もりというか、家に籠もりがちになってい

る高齢者の人に、こちらも届けるときには本当にしっかり万全な対策をしなければならな

いというふうに思いますけれども、声をかけていければということで、記念品というか、

お祝い品を配付するというような形を取って、この状況で苦労されている方を少しでも励

ますことができたらいいなというふうに考えています。来年度以降の取扱いです。確かに

敬老会は出席しないと何も当たらないというか、で終わってしまうので、これを機会に見

直すべきだというご意見はしっかり受け止めて、来年以降の在り方について検討したいと

いうふうに思います。
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あと、駅伝の関係については、教育委員会のほうで補足があれば、できればお願いした

いと思います。

感染対策、町内や町外からの来客の対応については、これは役場として職員の行動に関

しての規制ということで、この８月、９月の集中対策期間の中で、町内であればやっぱり

町内の商店を使うということもあるので、町民だけでやる場合についてはやるけれども、

町外の人が一人でも入った集まりであれば、５人を越えれば密なので、だから４人以下で

あれば離れてやっていいけれども、５人になるのであればそういうのはやめましょうとい

うようなことを職員として徹底してもらってやっているということであります。この地域

の感染が少ないと、出ていないということではあっても１人出ることの影響というのは非

常に大きいという認識を持っていますので、そこはより厳しく対応できるようにという考

え方で進めているところです。

あと、消毒液の設置を今回に限らずというところについては、どういう形がいいのかと

いうのはあると思いますけれども、今も少なくてもインフルエンザも含めて感染症の発生

しやすいと言われてきた時期等についてはそうしていくべきなのかなというふうにも考え

ています。通年が必要かどうかまでは今は何とも言えませんけれども、前回のＳＡＲＳ、

ＭＥＲＳでそういう感染対策が言われていて今日まできちんとした対応をしてこなかった

ことが、これは国としても道としても町としても共通なのですけれども、そこがやっぱり

対応を混乱させているというか、必要なものがないとか、そういう状況を生んでいるので、

次に起こったとしてもしっかり対応できるような考え方やこれを機会に生まれた新しい生

活様式に関する習慣とか、そういうものを尊重していくような施策にしていく必要がある

だろうというふうには考えています。

経済対策の関係ですけれども、正直商店の売上げ等に関してのデータというのは、すみ

ません、持っていないです。ただ、今回非常によかったなと思っているのは、うちの職員

も非常に積極的にやってくれましたけれども、少しでも消費喚起しようということでお弁

当を取りまとめて買ったりとか、それはそういうイベント的なことだけではなくて、町内

の商店で少しでも物を買おうとか、そういうような意識は確実に庁内の中に、町民含めて

生まれたのではないかというふうに思っていて、今後こういう関係を残していければいい

のではないかというふうに思っています。大変厳しい状況ではありますけれども、今後に

向けては一つのチャンスとして捉えて、町内消費、町内での飲食とか、そういうものが根

づいて広がっていくことを期待したいなというふうに私は思っています。

あと、観光についてでありますけれども、ご指摘のとおり温泉につきましては、今年に

関しては積極的に観光の宿泊のＰＲはしないということではやっていますけれども、それ

以前の問題として宿泊数とか利用数が大きく減ってきている現状があって、これはコロナ

オンリーの原因ではないという認識を持っています。今年もボイラーが壊れたと、ちょっ

とです、というようなことがあって、そう時間を置かずにこれは修理できたのですけれど

も、現状としては耐用年数を過ぎたボイラーを使い続けていて、いつ使えなくなるか分か



- 35 -

らないというところをずっとやっています。今後それを維持しようとするとさらに多額な

お金がかかっていくということは避けられないというふうに思っているので、ここは今後

どうするのかというところについてしっかり検討しなければいけないと思いますし、少な

くとも何かあったときに迷惑をかけないように宿泊等について本当にこのまま続けていく

のか、楽しみにしている人もいるので、温泉とかは使える限りは使っていくということで

いいのかもしれないですけれども、宿泊や食事等についての継続については十分検討する

必要があるのではないかというふうに考えています。その後の町としての代替策について

去年来検討して、この春から以降はそれが止まっているのはご指摘のとおりなので、そこ

の辺りも今後しっかり動かして検討を進めていかなければならないかなというふうに思い

ます。それ以外の施設については、この状況下の中では比較的健闘してくれているのでは

ないかというふうに思っています。道の駅の入り込み数は明らかに減っていますけれども、

商品の陳列とかそういうところでいろいろ変えていく中で１人当たりの購入額なんかも増

えています。総額としてはどうしても落ちざるを得ないのですけれども、それなりに頑張

っていますし、そういうところを今後に生かしていくように努力したいというふうに思い

ます。

あと、光回線の利用見込みの数字的なところについては政策経営室のほうから説明させ

てもらいますけれども、今期の光回線の事業化については、このスケジュールでずっと準

備をして北海道総合通信局とも何度も話をしてきていました。結果そこに今回のコロナで

全国的に予算が大きくついていると。どちらかというと、その影響で町内の供給開始は若

干遅れるぐらいかなと思います。ただ、財源的には非常に手厚く、これ以前にやっていれ

ばもっと町の持ち出しが大きくなったかなと思いますけれども、そういう面では大きく助

けられたというふうに思っています。いずれにしても、今全道でもかなりの数が一斉にこ

の事業に動き出すので、少しでも早く供給できるように取り進めたいというふうに思いま

す。

あとは補足をしてもらいたいと思います。

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。

〇総務課参事（笹原 等君） 光回線に関しましての利用件数の見込み調査についてであ

りますけれども、今回民設民営方式でやるということでＮＴＴが事業主体となって進める

に当たって必要な、ある程度の利用が見込まれる件数を集めなければならないというとこ

ろがありまして、それで事前に見込み調査という形でやったのですけれども、今中頓別市

街地と旭台、上駒の地域についてはもう既に光回線がありますけれども、それ以外の地域

での今回の整備という形になりますが、それ以外の地域におきまして大体１２０世帯があ

りまして、その中で５５回線の事前の利用見込みがあるというような調査をいただいてい

ます。これに関しましては、事業を実施していくに当たっての事前の調査という形になり

ますから、この後の事業の実施の中において実際契約をするというようなところはまた別

に取っていく必要があるというふうに考えています。
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〇議長（村山義明君） 宮崎さん。

〇４番（宮崎泰宗君） 光回線のほうの今１２０世帯中５５世帯が利用してくれるのでは

ないかというようなお話がありましたけれども、そういったことが特段制限とかにつなが

るわけではないですよね。これだけしかいないから、整備されないとかということではな

いのですよね。それももしよかったら確認させていただきたいと思うのですけれども、１

点、町長のほうからも先ほどお話がありました今日の行政報告に付随してというか、中頓

別町のほうで９月４日なのですか、定めた警戒ステージについて、今日資料が置かれてい

たものですから、これ再度お伺いしようかなと思っていたのですけれども、町長おっしゃ

るように５段階ステージが分かれているのですけれども、例えば今の状況、中頓別町だけ

の状況ではないと思います。周りの状況とかもあると思うのですけれども、例えば今で言

ったらステージ何なのか。それで、最低が１だと思いますけれども、例えばコロナウイル

スが本当に例えば今後確認されなくなって消滅したような状態になったとしたら警戒レベ

ル１、それはもうこの警戒ステージそのものがなくなるような形になるのか、１を維持す

るのか、最低でも。その辺だけ再度伺えればと思います。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） まず、光回線の利用数なのですけれども、事業化に当たっては１

００回線が求められています。５５回線の利用の見込みでありますけれども、これはあと

公共施設とか、そういうところの回線を増やして最低必要数を満たせるようにしていくと

いう考え方に立って進めていくと。これも先ほど言いましたけれども、もともとは２００

回線必要だったのです。それでも取り組むつもりで進めていたのですけれども、これが１

００回線でよくなったので、町としてピンネシリだとかそういうところで設置する回線数

とかがかなり小さくて済むので、３分の１ぐらいで済むので、もし契約を民間の方でやっ

ていただければ非常に今後の維持管理等においても優位かなというふうに思っています。

あと、今現在は警戒１段階ということになります。どの段階で１も解除になるのかどう

かとかというのもまだ何とも言えないところはありますけれども、先ほども言ったように

町としては高齢者が多い状況の中で、国、道以上にここは警戒をしてしっかり取り組んで

いかなければならないという認識を持って、今後の状況によって判断していきたいという

ふうに思います。

〇議長（村山義明君） 宮崎さん。

〇４番（宮崎泰宗君） すみません。お昼になりましたし、質問は終わりましたので、今

後も状況はどうなっていくか分からない部分もあると思いますので、警戒を続けていただ

けたらなというふうに思います。

今回の一般質問は以上とさせていただきます。

〇議長（村山義明君） これにて宮崎さんの一般質問は終了しました。

ここで昼食のため１時まで休憩といたします。
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休憩 午後 ０時０４分

再開 午後 １時００分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を続けます。

以上で一般質問は終了いたしました。

ここで暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時００分

再開 午後 １時０１分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を続けます。

◎議案第４８号

〇議長（村山義明君） 日程第１０、議案第４８号 職員給与条例の一部を改正する条例

の制定の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４８号 職員給与条例の一部を改正する条例の制定につい

て、小林総務課長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） よろしくお願いいたします。議案第４８号 職員給与条例の

一部を改正する条例の制定についてをご説明申し上げます。

議案８ページをお開き願います。議案第４８号 職員給与条例の一部を改正する条例の

制定について。

職員給与条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

改正の要旨をご説明申し上げます。議案１１ページをお開き願います。改正の要旨、勤

務１時間当たりの給与額の算出に当たり、１１月から翌年３月までの月において給料月額

に寒冷地手当を加算する改正を行うものです。

本件につきましては、給料受給額に対して寒冷地手当を反映する必要があるとの判例に

基づき、宗谷管内全町村で統一して改正を行うものであり、時間外手当に影響するものと

なります。

続きまして、新旧対照表により改正の内容をご説明申し上げます。議案１０ページを御

覧ください。第１３条の勤務１時間当たりの給与額の算出の規定に給料月額に寒冷地手当

の額を加算する規定を設けるものです。

議案９ページです。お開き願います。附則、この条例は、公布の日から施行する。
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以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議いただきます

ようお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４８号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４８号 職員給与条例の一部を改正する条例の制定の件は原案のとおり

可決されました。

◎議案第４９号

〇議長（村山義明君） 日程第１１、議案第４９号 中頓別町税条例の一部を改正する条

例の制定の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４９号 中頓別町税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、同じく小林総務課長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） 議案第４９号 中頓別町税条例の一部を改正する条例の制定

についてをご説明申し上げます。

議案１２ページをお開き願います。議案第４９号 中頓別町税条例の一部を改正する条

例の制定について。

中頓別町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

それでは、改正の要旨をご説明申し上げます。議案３６ページをお開き願います。改正

の要旨、令和２年３月３１日に地方税法等の一部を改正する法律（令和２年法律第５号）、

地方税法施行令の一部を改正する政令（令和２年政令第１０９号）及び地方税法施行規則

の一部を改正する省令（令和２年総務省令第２１号）がそれぞれ公布され、それに伴う中

頓別町税条例の一部を改正するものであります。

地方税法改正に伴い、規定の整備及び次の事項を改正することといたしました。１、住

民税関系について、個人住民税の非課税措置について、全てのひとり親家庭の子供に対し

て公平な税制を実現する観点から、未婚の独り親に対する税制度上の措置として寡夫を婚
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姻歴や性別に関わらないひとり親に改正し、所得控除も寡夫控除をひとり親控除として対

象を広げる改正といたしました。

２、たばこ税について、国のたばこ税と同様に、軽量な葉巻たばこ（１本当たりの重量

が１グラム未満）１本を紙巻きたばこ１本に換算する方法に改正としました。令和２年１

０月から２回に分けて段階的に実施されます。

議案３７ページ及び３８ページにつきましては、中頓別町税条例の改正概要を記載して

ございます。令和２年１０月１日施行分及び令和３年１月１日施行分を第１条による改正、

令和３年１０月１日施行分及び令和４年４月１日施行分を第２条による改正として整理し

てございますので、併せてご参照願います。

それでは、改正の内容を新旧対照表によりご説明申し上げます。議案１７ページをお開

き願います。まず、第１条の改正をご説明申し上げます。第２４条は、個人の町民税の非

課税の範囲の規定であり、寡夫をひとり親に改正し、婚姻歴や性別に関わらないものとす

るものです。

第３４条の２、所得控除も同様の改正を行い、併せて法律改正の項ずれを修正してござ

います。

第３６条の２の町民税の申告では、法律改正の項ずれを修正。

議案１８ページをお開き願います。第９４条のたばこ税の課税標準では、第２項で葉巻

たばこの紙巻きたばこの換算方法を規定。

議案１９ページを御覧ください。第４項では、第２項ただし書きで規定された葉巻たば

こを除くとして規定を整備いたしました。

附則第３条の２の延滞金の割合等の特例では、第１項及び議案２０ページの第２項とも

租税特別措置法の延滞金等の特例規定の改正に伴い、規定を改正してございます。

第４条の納期限の延長に係る延滞金の特例も同様に、第２条第２項の改正に伴い改正を

行うものでございます。

議案２１ページを御覧ください。第１７条の長期譲渡所得に係る個人の町民税の課税の

特例では、租税特別措置法に低未利用土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に関わる課税

の特例が第３５条３として創設され、規定に追加を行ったものでございます。

議案２２ページをお開き願います。第１７条の２の優良住宅地等の造成等のため土地等

を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る町民税の課税の特例も前条と同様に追加を行ってご

ざいます。

議案２３ページを御覧ください。続きまして、第２条による改正をご説明申し上げます。

第１９条の納期限後に納付し又は納入する税金又は納入金に係る延滞金及び議案２４ペー

ジの第２０条の年当たりの割合の基礎となる日数では、法律改正に伴う項ずれや項の削除

及び文言の修正を行ってございます。

第２３条の町民税の納税義務者等につきましても、法律の改正に併せて条ずれを整備い

たしました。
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大変申し訳ございませんが、改正案の第２３条第３項の改正の括弧書きの部分の第３１

条が重複してございます。口頭ではございますが、削除にて修正を願います。

第３１条の均等割の税率におきましては、法人税法において連結納税を廃止し、通算法

人ごとに申告等を行う改正が行われ、その改正に併せて適用条項を整備し、連結納税に関

わる条文を削除してございます。

議案２６ページをお開き願います。第４８条の法人の町民税の申告納付も同様でありま

すが、第１項から議案２８ページの第７項までは法律改正による項ずれの修正、議案２９

ページの第９項は、法人税法の個別帰属法人税額の廃止により、通算法人については課税

標準を法人税額とする改正に伴い削除し、第１０項以降の項ずれを修正。

議案３０ページから３１ページでは、新第９条から新第１５条まで法律改正に伴う条ず

れを修正してございます。

第１６項は、第３１条の改正と同様に、連結納税の廃止に伴う規定の整備であります。

第５０条の法人の町民税に係る不足税額の納付の手続でも連結納税の廃止に伴う規定の

整備であり、第２項から議案３２ページの第４項で対応条項の整備を行うとともに、第３

項で連結納税に関わる条文を削除してございます。

議案３３ページを御覧願います。第５２条の法人の市町村民税に係る納期限の延長の場

合の延滞金につきましても、連結納税の廃止に関連する第４項から第６項を削除いたしま

した。

議案３４ページをお開き願います。第９４条のたばこ税の課税標準では、第２段階目の

改正として葉巻たばこの重量換算を０．７グラム未満から１グラム未満に変更するもので

ございます。

議案３５ページを御覧ください。附則第３条の２の延滞金の割合等の特例は、第５２条

の項の削除による整備でございます。

議案１５ページをお開き願います。中段の附則では第１条で施行期日を定め、議案３７

ページの中頓別町税条例の改正概要に記載されています施行期日に沿って規定を行ってご

ざいます。

第２条では延滞金に関する経過措置を、また第３条では町民税に関する経過措置を規定、

第４条では法人の町民税に関する経過措置を規定してございます。

また、第５条及び第６条では町たばこ税に関する経過措置を規定し、法律改正の施行期

日に合わせた経過措置となるよう定めたものでございます。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議いただきます

ようお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４９号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４９号 中頓別町税条例の一部を改正する条例の制定の件は原案のとお

り可決されました。

◎議案第５０号

〇議長（村山義明君） 日程第１２、議案第５０号 北海道市町村職員退職手当組合規約

の変更の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５０号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更につい

て、小林総務課長から説明をいたします。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） 議案第５０号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついてをご説明申し上げます。

議案３９ページをお開き願います。議案第５０号 北海道市町村職員退職手当組合規約

の変更について。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、北海道市町村

職員退職手当組合規約を別紙のとおり変更する。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

提案の理由をご説明申し上げます。議案４２ページをお開き願います。提案理由、令和

２年３月３１日付で山越郡衛生処理組合が経費の節減及び業務の効率化を図るため解散し、

令和２年９月３０日付で奈井江、浦臼町学校給食組合が給食調理業務及び洗浄業務を委託

するため解散することに伴い、北海道市町村職員退職手当組合規約別表（２）、一部事務

組合及び広域連合の表を変更する必要が生じたため、本案を提出するものでございます。

それでは、提案の内容を新旧対照表にてご説明申し上げます。議案４１ページをお開き

願います。まず、附則で総務大臣の許可の日からと規定し、別表の渡島管内から山越郡衛

生処理組合を削除、空知管内から奈井江、浦臼町学校給食組合を削除するものでございま

す。

議案４０ページを御覧ください。附則、この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日から施行する。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議いただきます

ようお願い申し上げます。
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〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５０号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５０号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更は原案のとおり可決

されました。

◎議案第５１号

〇議長（村山義明君） 日程第１３、議案第５１号 北海道市町村総合事務組合規約の変

更の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５１号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について、

小林総務課長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） 議案第５１号 北海道市町村総合事務組合規約の変更につい

てをご説明申し上げます。

議案４３ページをお開き願います。議案第５１号 北海道市町村総合事務組合規約の変

更について。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、北海道市町村

総合事務組合規約を別紙のとおり変更する。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

提案の理由をご説明申し上げます。議案４６ページをお開き願います。提案理由、加入

団体の脱退に伴い、北海道市町村総合事務組合規約別表第１及び別表第２の変更について

協議するため、本案を提出するものであります。

別表第１及び別表第２により削除するものは、山越郡衛生処理組合、令和２年３月３１

日解散、奈井江、浦臼町学校給食組合、令和２年９月３０日解散、札幌広域圏組合、令和

元年７月３１日解散。

それでは、提案の内容を新旧対照表にてご説明申し上げます。議案４５ページをお開き

願います。まず、附則で総務大臣の許可の日からと規定し、別表１の石狩振興局の加盟団

体を１２から１１に変更し、札幌広域圏組合を削除、渡島総合振興局の加盟団体を１６か
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ら１５とし、山越郡衛生処理組合を削除、空知総合振興局の加盟団体を３２から３１とし、

奈井江、浦臼町学校給食組合を削除するものでございます。

別表２では、第９号で前述の３団体を削除するものでございます。

議案４４ページを御覧ください。附則、この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）第２８６条第１項の規定による北海道知事の許可の日から施行する。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議いただきます

ようお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５１号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５１号 北海道市町村総合事務組合規約の変更は原案のとおり可決され

ました。

◎議案第５２号

〇議長（村山義明君） 日程第１４、議案第５２号 北海道町村議会議員公務災害補償等

組合規約の変更の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５２号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変

更について、小林総務課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） 議案第５２号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約

の変更についてをご説明申し上げます。

議案４７ページをお開き願います。議案第５２号 北海道町村議会議員公務災害補償等

組合規約の変更について。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、北海道町村議

会議員公務災害補償等組合規約を別紙のとおり変更する。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

提案の理由をご説明申し上げます。議案５０ページをお開き願います。提案理由、加入

団体の脱退に伴い、規約別表第１の変更について協議するため、本案を提出するものでご
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ざいます。

別表第１より削除、山越郡衛生処理組合、令和２年３月３１日解散、奈井江、浦臼町学

校給食組合、令和２年９月３０日解散、札幌広域圏組合、令和元年７月３１日解散。

それでは、提案の内容を新旧対照表にてご説明申し上げます。議案４９ページをお開き

願います。まず、附則で総務大臣の許可の日からと規定し、別表第１より山越郡衛生処理

組合、奈井江、浦臼町学校給食組合、札幌広域圏組合の３団体を削除するものでございま

す。

議案４８ページを御覧ください。附則、この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日から施行する。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議いただきます

ようお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５２号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５２号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更は原案のと

おり可決されました。

◎議案第５３号

〇議長（村山義明君） 日程第１５、議案第５３号 工事請負変更契約の締結の件を議題

とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５３号 工事請負変更契約の締結について、土屋建設課長

から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） それでは、工事請負変更契約の締結についてご説明させてい

ただきます。

５１ページをお開きください。議案第５３号 工事請負変更契約の締結について。

令和２年７月１３日、議案第４５号で議決を得た工事請負契約の締結について、下記の

とおり請負契約を変更するため地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべ
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き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を求める。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

契約変更の内容でございます。１、契約の目的、２、契約の方法、４、契約の相手方に

変更はございません。

契約の目的、中頓別町下水道管理センター監視制御設備更新工事。

契約の方法、指名競争入札による契約。

契約金額、変更前１億６，５６０万５，０００円、変更後１億７，０３４万６，０００

円。

契約の相手方、桜井・柴田電機経常建設共同企業体、代表者、稚内市大黒５丁目６番１

６号、株式会社桜井電業所代表取締役、高島健吾となっております。

本中頓別町下水道管理センター監視制御設備更新工事の変更内容について若干説明させ

ていただきます。本工事については、中頓別町下水道ストックマネジメント計画に基づき

実施しているもので、平成３０年度から令和４年度の５年間で計画している改築事業のう

ち、今年度当町に運転操作設備である水処理及び汚泥処理に関するコントロールセンター

と補助系電器盤、中継端子盤、監視制御設備である非常通報装置、汎用ＵＰＳの更新工事

を発注しておりますが、入札減により事業費の執行残が出たため、国の交付金についても

返還となります。下水道ストックマネジメント計画により、今後更新予定となっている機

器のうち汚泥供給流量計及び薬品供給流量計それぞれ１台について、事業促進を図るため

工事を追加することにより、国への交付金返還額を抑えられることから、契約金額の変更

となります。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

いたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 説明らしい説明をちゃんとしてもらわなければ駄目だな。ぺら

ぺらしゃべるだけでは説明になっていない。どこが悪くて追加工事をして、その金額がこ

の差になりましたと。もう少し分かりやすく説明しないと、ただ……あなたは一生懸命自

分で文章を作って、これがいいだろうと思ってやっているのだろうけれども、難しい言葉

で我々専門用語を使われたって分からないのだから、もう少し議会に対する、丁寧な説明

というのは難しい言葉でぺらぺらしゃべることではないのだから、もう少し分かりやすい

説明の仕方に努力してください。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） 今後はもう少し分かりやすく説明いたしたいと思います。

〇議長（村山義明君） ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５３号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５３号 工事請負変更契約の締結は原案のとおり可決されました。

◎議案第５４号

〇議長（村山義明君） 日程第１６、議案第５４号 令和２年度中頓別町一般会計補正予

算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５４号 令和２年度中頓別町一般会計補正予算につきまし

て、笹原総務課参事から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。

〇総務課参事（笹原 等君） それでは、議案第５４号 令和２年度中頓別町一般会計補

正予算についてご説明申し上げます。

補正予算書１ページをお開き願います。令和２年度中頓別町一般会計補正予算。

令和２年度中頓別町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７９０万５，０００

円を追加し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ４１億４，６３１万円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事

項、期間及び限度額は、「第２表債務負担行為」による、

（地方債の補正）

第３条 既定の地方債の変更は、「第３表地方債補正」による。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

４ページをお開き願います。第２表、債務負担行為についてご説明いたします。本件は、

いずれも公共施設のＬＥＤ化に伴う蛍光灯、電球のリース費用でありまして、介護福祉セ

ンター照明器具取替事業、期間は令和２年度から令和７年度までの６年間、限度額は１９

５万８，０００円、中頓別町体育館照明器具取替事業、期間は令和２年度から令和７年度

までの６年間、限度額は７０万５，０００円、中頓別町認定こども園照明器具取替事業、
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期間は令和２年度から令和７年度までの６年間、限度額は３５４万１，０００円でござい

ます。

続きまして、第３表、地方債補正、１点目は過疎対策事業債の限度額の変更でございま

す。起債の目的、過疎対策事業債の限度額を変更前５億４００万円から変更後４億９，３

２０万円とするもので、起債の方法、利率、償還の方法に変更はございません。変更事業

のみご説明申し上げます。あかね５条通り線整備事業の限度額を変更前４，７５０万円か

ら変更後４，９２０万円とするもので、民地との敷地の確定が必要となったことから、用

地確定測量業務に係る費用を追加、医療機械器具購入事業の限度額を変更前３６０万円か

ら変更後２６０万円とするもので、過疎対策事業債の一次配分額が当初の見込みより少な

かったことにより減額、金庫の沢線交付金事業の限度額を変更前１，３６０万円から変更

後１，５６０万円とするもので、労務や資材単価が上昇したことによる不足額を追加、特

定環境保全公共下水道整備事業の限度額を変更前４，１４０万円から変更後２，９６０万

円とするもの、営農飲雑用水施設整備事業の限度額を変更前６７０万円から変更後５００

万円とするもので、いずれも過疎対策事業債の一次配分額が当初の見込みより少なかった

ことにより減額するものでございます。

２点目、起債の目的、臨時財政対策債の限度額を変更前５，９２８万９，０００円から

変更後５，５１７万７，０００円とするもので、額の確定に伴い減額するものでございま

す。

続きまして、事項別明細書、歳出からご説明をいたします。１４ページをお開き願いま

す。２款総務費、１項総務管理費、４目財産管理費では、既定額に７１万６，０００円を

追加し、３，１１３万５，０００円とするもので、内容は町有財産維持管理事業、１０節

需用費で３８万５，０００円、１８節負担金補助及び交付金で２１万３，０００円を計上、

いずれも敏音知コミュニティセンター屋根の塗装経費でありまして、面積案分によりまし

て消防車両格納庫相当分につきましては需用費から、そのほか自治会負担分につきまして

は負担金補助及び交付金として敏音知自治会への費用の２分の１を補助するため計上する

ものになります。役場庁舎維持管理事業、１０節需用費に１１万８，０００円を追加、ご

み袋等の庁舎用消耗品費として７万９，０００円、トイレの修繕費用３万９，０００円を

計上するものでございます。詳細につきましては、別途配付しております建設課建設グル

ープ作成の説明資料をご参照願います。

５目企画費では、既定額に２，０００円を追加し、２億６，８４７万円とするもので、

土地利用等規制対策事業、１０節需用費で交付金の額確定に伴い、同額を追加するもので

あります。

１１目新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業費では、既定額に４，１

３７万５，０００円を追加し、１億４，０５８万１，０００円とするもので、地方創生臨

時交付金事業として同額を計上するものでございます。別に配付してございます総務課政

策経営室作成の説明資料の２ページから交付金事業の詳細について記載させていただいて
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おりますので、併せて御覧いただければと思いますけれども、内容につきましては、敬老

会開催事業といたしまして１０節需用費に１１１万８，０００円を計上、敬老会の開催に

代えまして対象者に記念品を贈呈することとしたため、必要な費用を計上するものでござ

います。次に、観光滞在コンテンツ造成事業といたしまして１２節委託料に２０５万円を

計上、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえました新たな観光需要の開拓と誘客を図

るため、観光コンテンツの造成とモニターによる検証を行うために必要な費用を計上、お

しゃべりするテレビ構築業務事業といたしまして１２節委託料に６５０万円を計上、テレ

ビを活用いたしました地域情報へのアクセスや町民同士のつながりを創出する仕組みの構

築費用として計上、地域内農産物等の活用拡大事業といたしまして１７節備品購入費に７

２７万２，０００円を計上、なかとん牛乳の製造量増加を図るため、牛乳用殺菌機など必

要な備品を購入するための費用として計上するものであります。防災対策事業といたしま

して１７節備品購入費に１，８１１万６，０００円を計上、新型コロナウイルス感染症を

含めました災害対策に必要となる備蓄庫やスクリーニングカメラ、車両、電動トイレなど

の購入費用として計上、公共施設感染拡大対策事業といたしまして１１３万４，０００円

を計上、役場庁舎内における窓口カウンターや執務室内の飛沫感染対策スクリーン設置に

必要な費用を計上、新型コロナ発熱外来施設整備事業といたしまして１８節負担金補助及

び交付金に２７７万２，０００円を計上、現在発熱外来として使用しております旧医師住

宅で車椅子やストレッチャーでの診療を可能にするため、専用入り口の新設やスロープの

整備など施設改修に係る費用を計上、簡易陰圧機装置整備事業といたしまして１８節負担

金補助及び交付金に２４１万３，０００円を計上、老人ホーム長寿園における感染防止対

策、感染拡大防止対策として簡易陰圧機を設置するための費用として計上するものでござ

います。

予算書の１６ページをお開き願います。３項１目戸籍住民基本台帳費では、既定額に７

９８万１，０００円を追加し、２，３６８万円とするもので、戸籍事務事業、１２節委託

料に１４９万６，０００円を計上、住民事務事業、１２節委託料に６４８万５，０００円

を計上するもので、いずれもマイナンバー制度に関するもので、戸籍システム、住民基本

台帳システムの改修費用として計上するものであります。

３款民生費、１項社会福祉費、２目老人福祉費では、既定額から６０万２，０００円を

減額し、２億１００万４，０００円とするもので、先ほどご説明させていただいたとおり、

敬老会開催事業につきましては敬老会の開催に代え記念品を贈呈することとしたため、当

初計上いたしました費用を皆減し、総務費の地方創生臨時交付金事業として実施すること

としたため、減額するものでございます。詳細につきましては、別途配付しております保

健福祉課作成の説明資料をご参照願います。

４目障害者福祉費では、既定額に６１２万９，０００円を追加し、１億３，０１９万１，

０００円とするもので、障害者医療費給付事業、２２節償還金利子及び割引料に７１万２，

０００円を計上、障害者総合支援給付事業、２２節償還金利子及び割引料に５４１万７，
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０００円を計上、いずれも平成３１年度分の国、道補助金の返還金として計上するもので

ございます。

８目介護福祉センター費では、既定額に１６２万３，０００円を追加し、６２９万１，

０００円とするもので、介護福祉センター管理事業、１３節使用料及び賃借料で９万８，

０００円、１４節工事請負費に１５２万５，０００円をそれぞれ計上、介護福祉センター

及び保健センター内の照明器具をＬＥＤ蛍光管等に交換するための費用として計上するも

のでございます。

１８ページをお開き願います。２項児童福祉費、４目認定こども園費では、既定額に２

０６万９，０００円を追加し、３，４３２万４，０００円とするもので、認定こども園事

業、１３節使用料及び賃借料で２３万７，０００円、１４節工事請負費で１８３万２，０

００円をそれぞれ計上、認定こども園の照明器具をＬＥＤ化するための費用として計上す

るものでございます。

４款衛生費、１項保健衛生費、１目予防費では、既定額に９６万円を追加し、２，１３

０万７，０００円とするもので、保健予防事業、１８節負担金補助及び交付金で管理栄養

士養成助成金の申請があったことを受けまして、同額を計上するものであります。

５目病院費では、既定額に７６８万４，０００円を追加し、２億４，３５７万９，００

０円とするもので、国民健康保険病院事業運営補助事業、１８節負担金補助及び交付金に

同額を追加、運営事業補助として８６８万４，０００円を追加、また過疎債の配分額が少

なかったことにより、過疎債分として１００万円を減額するものでございます。

６款農林水産業費、１項農業費、２目農業振興費では、既定額に３３万８，０００円を

追加し、１億４，０５３万１，０００円とするもので、中頓別町農業体験交流施設管理運

営事業、１４節工事請負費で同額を計上、農業体験交流施設、食彩工房「もうもう」の照

明器具をＬＥＤ化するための費用として計上、詳細につきましては、別途配付しておりま

す産業課作成の説明資料をご参照願います。

３目畜産業費では、既定額に２１３万７，０００円を追加し、６，７５０万３，０００

円とするもので、循環農業支援センター管理事業、１０節需用費に同額を計上、経年劣化

により原料混合機のシャフトが断裂したため、これを修繕するための費用として計上する

ものであります。

４目有害鳥獣対策費では、既定額に２４万円を追加し、１，６６６万５，０００円とす

るもので、有害鳥獣対策費、７節報償費に同額を追加、熊の捕獲頭数が当初見込みより増

加していることを踏まえまして追加するものでございます。

７款１項商工費、１目商工総務費では、既定額に１，０００万円を追加し、６，０８６

万４，０００円とするもので、商工業振興対策推進事業、１８節負担金補助及び交付金で

商工業振興支援事業補助金の申請がありましたことから、補助限度額となる１，０００万

円を追加するものであります。

２０ページをお開き願います。８款土木費、２項道路橋梁費、１目道路維持費では、既
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定額に２，６８２万６，０００円を追加し、１億１，８２６万９，０００円とするもので、

除排雪事業、１節報酬で９２５万９，０００円を減額、３節職員手当等で８７万円を減額、

１０節需用費で１，０３１万８，０００円を減額、１３節使用料及び賃借料で１３２万７，

０００円を減額、１２節委託料の気象情報調査委託料１０万円と除排雪交通誘導警備委託

料８０万円を減額し、除排雪委託料４，９００万円を新規に計上、除雪業務の民間委託化

に伴い、当初予算で計上済みの除雪経費の不用分を減額し、業務委託に係る費用を計上、

道路維持補修事業、１２節委託料で道路維持作業における整地、草刈り作業等の増加によ

り５０万円を追加計上であります。土木費の詳細につきましては、建設課建設グループ作

成の説明資料をご参照願います。また、人件費の詳細につきましては、２４ページ以降の

給与費明細書をご参照いただければと思います。

３目道路新設改良費では、既定額に３７０万円を追加し、２億８，０６６万１，０００

円とするもので、金庫の沢線交付金事業、１４節工事請負費で労務や資材単価が上昇した

ことによる不足額として２００万円を追加、あかね５条通り線整備事業、１２節委託料で

用地確定測量業務に係る費用として１７０万円を追加、５項住宅費、１目住宅管理費では

既定額に８４万６，０００円を追加し、２，６３１万９，０００円とするもので、公営住

宅維持管理事業、１０節需用費であかね拡充団地の室内塗装修繕及び電気温水器交換に要

する費用として同額を追加するものであります。

２目住宅建設費では、既定額に４８０万円を追加し、３，２０３万９，０００円とする

もので、住宅建設促進事業、１８節負担金補助及び交付金で住宅建設に対する補助金に不

足が見込まれることから、不足見込み額４８０万円を追加。

２２ページをお開き願います。１０款教育費、２項小学校費、１目学校管理費では、既

定額に８１万６，０００円を追加し、２，１２９万８，０００円とするもので、小学校施

設維持管理事業、１０節需用費で教職員の出退勤を管理するためのＩＣカード及びリーダ

ー購入費として２万２，０００円を計上、職員玄関や体育館前などにある外灯の修繕費６

４万１，０００円を計上、１７節備品購入費で道が配置いたします学習指導員用の机、椅

子、ロッカー購入費用として合わせまして１５万３，０００円を計上。教育費の詳細につ

きましては、別途配付しております教育委員会作成の説明資料をご参照願います。

３項中学校費、１目学校管理費では、既定額に１５９万円を追加し、１，６３１万３，

０００円とするもので、中学校施設維持管理事業、１０節需用費で教職員の出退勤を管理

するためのＩＣカード及びリーダー購入費として２万２，０００円を計上、１７節備品購

入費で生徒用の机、椅子の購入費１５６万８，０００円を計上。

５項保健体育費、１目保健体育総務費では、既定額に９４万５，０００円を追加し、３

８２万９，０００円とするもので、社会体育施設運営事業、１３節使用料及び賃借料で４

万８，０００円、１４節工事請負費で８９万７，０００円をそれぞれ計上、町民体育館の

照明器具をＬＥＤ蛍光管等に交換するための費用として計上するものであります。

１２款諸支出金、１項１目特別会計繰出金では、既定額から１，２２７万円を減額し、



- 51 -

２億３５３万６，０００円とするもので、特別会計繰出金事業、２７節繰出金で同額を減

額、水道事業特別会計繰出金で過疎対策事業債の配分額の減に伴う減と修繕費として１０

０万円を追加いたしまして、合わせまして７０万円の減額、下水道事業特別会計繰出金に

おきましても過疎対策事業債の減と下水道管理センターで使用する備品購入費２３万円を

追加し、合わせまして１，１５７万円を減額するものであります。

８ページにお戻り願います。歳出合計、既定額に１億７９０万５，０００円を追加し、

４１億４，６３１万円とするものであります。

続きまして、歳入についてご説明をいたします。１０ページをお開き願います。１０款

１項地方交付税、１目普通交付税では、既定額に５，５５４万６，０００円を追加し、１

８億３，６５２万９，０００円とするもので、各事業の一般財源に充当するものでありま

す。

１３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金では、既定額に２，６０８

万７，０００円を追加し、２億２，９９４万５，０００円とするもので、５節新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に１，８１０万７，０００円を計上、歳出の地方

創生臨時交付金事業に充当する補助金として計上するものであります。６節社会保障・税

番号制度システム事業費補助金に７９８万円を計上、歳出の戸籍事務事業及び住民事務事

業のシステム改修費用に対する補助金として計上、４目土木費国庫補助金では、既定額か

ら５００万円を減額し、１億２，４５０万１，０００円とするもので、１節道路橋梁費補

助金で同額を減額、除雪事業の民間委託化に伴い減額となるものであります。

１４款道支出金、１項道負担金、１目総務費道負担金では、既定額に２，０００円を追

加し、４万７，０００円とするもので、１節土地利用対策事業道負担金に同額を追加、道

からの負担金額確定に伴う追加でございます。

１７款繰入金、１項基金繰入金、５目地方創生基金繰入金では、既定額に１，０００万

円を追加し、６，７６４万７，０００円とするもので、歳出の商工業振興対策推進事業に

充当するため繰り入れるものでございます。

６目公共施設整備等基金繰入金では、既定額に１，０３２万２，０００円を追加し、７，

２３９万４，０００円とするもので、歳出、町有財産維持管理事業の敏音知コミュニティ

センター屋根塗装費に３８万５，０００円を充当、介護福祉センター及び保健センター、

認定こども園、農業体験交流施設、町民体育館のＬＥＤ化に係る工事費として合計４５９

万２，０００円を充当、循環農業支援センター管理事業の混合機修繕費として２１３万７，

０００円を充当、公営住宅維持管理事業、あかね拡充団地の修繕費に８４万６，０００円

を充当、小学校施設維持管理事業の外灯修繕費及び備品購入費合わせまして７９万４，０

００円を充当、中学校施設維持管理事業の生徒用の机、椅子の購入費１５６万８，０００

円をそれぞれ充当するため繰り入れるものでございます。

１２ページをお開き願います。１８款１項１目繰越金では、既定額に２，５８６万円を

追加し、６，２５３万２，０００円とするもので、１節前年度繰越金に同額を追加、歳出
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の一般財源とするものであります。

２０款１項町債、１目過疎対策事業債では、既定額から１，０８０万円を減額し、４億

９，３２０万円とするもので、１節過疎対策事業債で同額を減額。

３目臨時財政対策債では、既定額から４１１万２，０００円を減額し、５，５１７万７，

０００円とするもので、１節臨時財政対策債で同額を減額、いずれも内容につきましては

第３表、地方債補正で説明させていただきましたので、省略をさせていただきます。

６ページにお戻り願います。歳入合計、既定額に１億７９０万５，０００円を追加し、

４１億４，６３１万円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５４号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５４号 令和２年度中頓別町一般会計補正予算は原案のとおり可決され

ました。

ここで議場の時計で２時１０分まで休憩します。

休憩 午後 １時５６分

再開 午後 ２時１０分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を続けます。

◎議案第５５号

〇議長（村山義明君） 日程第１７、議案第５５号 令和２年度中頓別町自動車学校事業

特別会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５５号 令和２年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正

予算につきまして、山田自動車学校長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 山田自動車学校長。

〇自動車学校長（山田和志君） よろしくお願いします。議案第５５号 令和２年度中頓
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別町自動車学校事業特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。令和２年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算。

令和２年度中頓別町の自動車学校事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５７万２，０００円を追加し、

歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ４，０７８万９，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。１款総務費、

１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に１５７万２，０００円を追加し、４，０

７８万９，０００円とするものです。内容は、１０節需用費で町建設課より除雪用ドーザ

ーを自動車学校に所管変更し、除雪用ブレードを取り付けるために一般修繕費として８５

万３，０００円を計上し、１４節工事請負費では自動車学校校舎の照明器具をＬＥＤ化に

変更するための工事請負費として７１万９，０００円を計上するものです。

６ページをお開きください。歳出合計、既定額より１５７万２，０００円を増額し、４，

０７８万９，０００円とするものです。

続いて、歳入についてご説明いたします。８ページをお開きください。１款使用料及び

手数料、１項使用料、１目自動車学校使用料で既定額に１５７万２，０００円を増額し、

２，６５８万３，０００円とするもので、普通車教習生授業料増額によるものです。

４ページ、５ページをお開きください。歳入合計、既定額に１５７万２，０００円を追

加し、４，０７８万９，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っておりますので、よろ

しくご審議のほどお願いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５５号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５５号 令和２年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算は原案の

とおり可決されました。

◎議案第５６号
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〇議長（村山義明君） 日程第１８、議案第５６号 令和２年度中頓別町国民健康保険事

業特別会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５６号 令和２年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補

正予算につきまして、相馬保健福祉課長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 相馬保健福祉課長。

〇保健福祉課長（相馬正志君） 議案第５６号 令和２年度中頓別町国民健康保険事業特

別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。令和２年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算。

令和２年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６万１，０００円を追加し、歳

入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ２億４，１０６万８，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

最初に、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に６万１，０００円を追加

し、７７１万１，０００円とするもので、国民健康保険制度関係事業に係る市町村事務処

理システムの社会保障・税番号制度システム改修委託費を追加するものでありまして、令

和３年３月から医療機関でのマイナンバーカードの活用に伴いまして、現在世帯ごとに発

行されております被保険者番号について個人単位ごとの発行となることから、被保険者証

に個人を識別する２桁の枝番を追加する改修を北海道国民健康保険団体連合会へ一括委託

することとなり、今回追加するものであります。

６ページをお開きください。歳出、既定額２億４，１００万７，０００円に対し６万１，

０００円を追加し、２億４，１０６万８，０００円といたしました。

続きまして、歳入をご説明いたします。８ページをお開きください。２款国庫支出金、

１項国庫補助金、２目社会保障・税番号制度システム整備費補助金では、新規に６万１，

０００円を追加するもので、システム委託改修費に係る経費について、国からの補助金と

して１０分の１０、全額補助の対象となるものであるため、計上するものであります。

４ページをお開きください。歳入、既定額２億４，１００万７，０００円に対し６万１，

０００円を追加し、２億４，１０６万８，０００円とし、歳入歳出のバランスを取ってい

るところであります。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

いたします。
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〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５６号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５６号 令和２年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算は原案

のとおり可決されました。

◎議案第５７号

〇議長（村山義明君） 日程第１９、議案第５７号 令和２年度中頓別町国民健康保険病

院事業会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５７号 令和２年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補

正予算につきまして、長尾病院事務長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 長尾国保病院事務長。

〇国保病院事務長（長尾 享君） よろしくお願いいたします。議案第５７号 令和２年

度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。まず初めに、正誤表を提出させていただいておりますこと

をおわび申し上げます。金額には修正はございませんが、確認のほどよろしくお願いいた

します。

総則、第１条、令和２年度中頓別町国民健康保険病院事業会計の補正予算は、次に定め

るところによる。

収益的収入及び支出、第２条、令和２年度中頓別町国民健康保険病院事業会計予算第３

条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。病院事業収益につきまし

ては、既決予定額に１，１４５万６，０００円を追加し、５億９，１９０万６，０００円

とするものです。病院事業費用では、既決予定額に１，１４５万６，０００円を追加し、

５億９，１９０万６，０００円とするものであります。

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次の

とおり補正する。資本的収入につきましては、既決予定額に２７６万円を追加し、３，２

０９万１，０００円とするものです。資本的支出では、既決予定額に２７６万円を追加し、

３，８０８万３，０００円とするものであります。なお、資本的収入が資本的支出額に対
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し不足する額５９９万２，０００円は、当年度分損益勘定留保資金で補填する。

企業債、第４条、企業債として起こすことができる企業債の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法は次のとおり変更する。起債の目的には変更がなく、病院事業の医療

器械購入事業の限度額を変更前３６０万円から変更後４６０万円とするもので、起債の方

法、利率、償還の方法に変更はございません。

他会計からの補助金、第５条、予算第８条に定めた一般会計から受ける補助金の予定額

を次のとおり補正する。一般会計補助金につきましては、既決予定額に７６８万４，００

０円を追加して、２億４，８７８万４，０００円とするものです。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

それでは、収益的収支の支出をご説明いたします。９ページをお開き願います。また、

併せて提出しております病院事業会計補足説明資料をお開き願います。１款病院事業費用、

１項医業費用、３目経費では、既決予定額に１，１４５万６，０００円を追加し、８，９

６７万７，０００円とするもので、修繕費としまして施設修繕費に２７７万２，０００円

を追加、これは新型コロナウイルス感染症の院内持込みを防止するため、旧医師住宅を発

熱外来として利用しておりますが、車椅子やストレッチャーでの診療が不可能な状況であ

るため、患者専用入り口スロープを新設する施設改修工事を行うものであります。次に、

委託料としまして常勤医師紹介に係る成功報酬型の委託料８６８万４，０００円を追加計

上で、１２月２日採用の長島院長に係る紹介委託料であります。

次に、収益的収支の収入をご説明いたします。７ページをお開き願います。１款病院事

業収益、３項医業外収益、３目他会計負担金は、既決予定額に１，１４５万６，０００円

を追加し、１億８，７９３万８，０００円とするもので、他会計負担金に同額を計上、運

営費補助金として委託料、医師確保に係る分８６８万４，０００円、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金分としまして修繕費、新型コロナ発熱外来施設改修に充当

する負担金２７７万２，０００円、合計１，１４５万６，０００円の追加計上であります。

続きまして、資本的収支の支出をご説明いたします。１３ページをお開きください。１

款資本的支出、２項建設改良費、１目固定資産購入費は、既決予定額に２７６万円を追加

し、３，０７５万３，０００円とするもので、機械備品購入費に同額を計上、新型コロナ

ウイルス感染症が感染拡大した場合に疑似患者や陽性患者が感染症指定病院での受入れが

不可となった場合に備えて緊急簡易入院設備に係る予算化を行いましたが、そのときの購

入予定物品は個人ごとの陰圧ブースであるため、患者の療養環境が劣悪となることが心配

されること、さらにリハビリ室を想定していたことにより広い部屋での陰圧となるため、

能力的に無理が生じることが分かりました。感染対策の専門業者に詳しく見てもらった結

果、２階の病室を使用することがよいとの結論となり、導入する装置を変更することとし

ました。感染症簡易病床４床分の陰圧装置導入に係る費用で、不足する分２７６万円の追

加計上であります。

次に、資本的収支の収入をご説明いたします。１１ページをお開き願います。１款資本
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的収入、１項負担金交付金、１目負担金交付金では、既決予定額より１００万円を減額し、

１，１３６万４，０００円とするもので、一般会計負担金に同額を計上、医療機械購入に

係る過疎債の充当率が下がり、満額充当されなかったことによる減額であります。

２項企業債、１目病院事業債は、既決予定額に１００万円を追加し、４６０万円とする

もので、病院事業債に同額を計上、医療機械購入事業病院事業債について、過疎債の充当

率が下がったことを受けて病院事業債にて減額分の充当が可能となったことに伴う追加計

上であります。

３項補助金、１目国庫補助金は、既決予定額に２７６万円を追加し、１，６１２万７，

０００円とするもので、国庫補助金に同額を計上、新型コロナウイルス感染症緊急包括支

援交付金としまして、新型コロナウイルス感染症対策として購入する簡易入院施設備品に

充当する補助金の追加計上であります。

予定貸借対照表につきましては３ページに、それからキャッシュフロー計算書につきま

しては５ページに添付しておりますので、ご参照願います。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５７号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

（何事か呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 暫時休憩。

休憩 午後 ２時２８分

再開 午後 ２時２９分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を続けます。

ご異議なしと認めます。

よって、議案第５７号 令和２年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算は原案

のとおり可決されました。

◎議案第５８号
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〇議長（村山義明君） 日程第２０、議案第５８号 令和２年度中頓別町水道事業特別会

計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５８号 令和２年度中頓別町水道事業特別会計補正予算に

ついて、土屋建設課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） 議案第５８号 令和２年度中頓別町水道事業特別会計補正予

算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。令和２年度中頓別町水道事業特別会計補正予算。

令和２年度中頓別町の水道事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２４０万円を減額し、歳入歳

出の予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３，０７１万３，０００円とする。

２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 既定の地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

地方債の補正からご説明いたします。４ページから５ページをお開きください。第２表、

地方債補正、起債の目的、水道事業債の限度額の変更と事業の追加でございます。起債の

目的、水道事業債、限度額、変更前６８０万円、変更後９９０万円とするもので、水道事

業債のうち農業水路等長寿命化・防災減災事業については、限度額を変更前６８０万円か

ら変更後８５０万円とするもので、過疎対策事業債の配当額の減により不足する額につい

て増額とするものです。公営企業会計法適用事業については、新規の追加となり、総務省

より地方公営企業法の適用について令和５年度までの移行を示されており、中頓別町にお

いて水道事業特別会計の公営企業会計適用に向けた基本方針の策定に係る事業実施のため、

変更後、限度額１４０万円を追加するものでございます。起債の方法、利率、償還の方法

に変更はございません。

続きまして、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１２ページから１３ページを

お開きください。１款水道費、１項総務費、１目一般管理費につきまして、既定額に２４

０万円を追加し、８，９８９万３，０００円とするもので、１０節需用費では修繕費につ

いて１００万円を追加、配水管の漏水修理や水道施設の設備故障の修繕により修繕費が不

足するため、今後の修繕に備え追加計上するものでございます。１２節委託料では、簡易

水道事業法適用基本方針策定委託料１４０万円を追加、公営企業会計適用に向けた基本方

針の策定について委託するもので、地方公営企業法を適用し、公営企業会計に移行するに
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当たり、固定資産台帳や管理システムの導入に向けた方針について検討するためのものと

なります。

８ページから９ページをお開きください。歳出合計、既定額１億２，８３１万３，００

０円に２４０万円を追加し、１億３，０７１万３，０００円とするものです。

続きまして、歳入についてご説明いたします。１０ページから１１ページをお開きくだ

さい。３款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金につきましては、既定額から７０万

円を減額し、４，４３２万３，０００円とするもので、一般会計繰入金について減額する

ものでございます。

６款町債、１項町債、１目水道事業債につきましては、既定額に３１０万円を追加し、

９９０万円とするもので、先ほど地方債の補正でご説明いたしました農業水路等長寿命化

・防災減災事業について、過疎対策事業債の配当額の減により不足する額１７０万円を追

加、公営企業会計法適用事業については、簡易水道事業法適用基本方針策定委託の財源と

するため、１４０万円を新規で計上するものでございます。

６ページから７ページをお開きください。歳入合計、既定額１億２，８３１万３，００

０円に２４０万円を追加し、１億３，０７１万３，０００円とするものです。

以上、簡単ではございますが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほど

お願いいたします

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 内容的には問題ないと思っています。ただ、委託料で出ている

１４０万円について、簡易水道事業法の適用基本方針って、これどんなものなの。見れば

分かるのだろうと思うのだけれども、どんなものに１４０万円かかるのか、ちょっと教え

てください。何かの計画なのかな。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） ご質問にお答えします。

基本方針策定については、令和５年までに財務規程とかの規程を適用する場合に中頓別

町として固定資産台帳とシステム等の整備をしなければいけないのですが、それに向けて

の基本方針を策定するものとなります。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） ちょっと難しい、耳も遠いせいかよく説明が分からなかった部

分があるのだけれども、それは委託しなければならないものなの、本来自分で考えるもの

なの、どっちなの、それは。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） 専門的な部分も多いので、委託して計画を策定するのが必要

かなと思います。

〇議長（村山義明君） ほかにありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５８号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５８号 令和２年度中頓別町水道事業特別会計補正予算は原案のとおり

可決されました。

◎議案第５９号

〇議長（村山義明君） 日程第２１、議案第５９号 令和２年度中頓別町下水道事業特別

会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５９号 令和２年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算

につきまして、土屋建設課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） 議案第５９号 令和２年度中頓別町下水道事業特別会計補正

予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。令和２年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算。

令和２年度中頓別町の下水道事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１６３万円を追加し、歳入歳

出の予算の総額を歳入歳出それぞれ２億７，１５５万６，０００円とする。

２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 既定の地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

地方債の補正からご説明いたします。４ページから５ページをお開きください。第２表、

地方債補正、起債の目的、下水道事業債の限度額の変更と事業の追加でございます。起債

の目的、下水道事業債、限度額、変更前４，１５０万円、変更後５，４７０万円とするも

ので、下水道事業債のうち特定環境保全公共下水道整備事業については限度額を変更前４，
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１５０万円から変更後５，３３０万円とするもので、過疎対策事業債の配当額の減により

不足する額について増額するものとなります。公営企業会計法適用事業については、新規

の追加となり、先ほど水道事業会計でもご説明いたしました公営企業会計適用に向けた基

本方針の策定に係る事業の実施のため、変更後、限度額１４０万円を追加するものでござ

います。起債の方法、利率、償還の方法に変更はございません。

続きまして、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１２ページから１３ページを

お開きください。１款下水道費、１項総務管理費、１目一般管理費につきまして、既定額

に１６３万円を追加し、２億２，０５０万９，０００円とするもので、１２節委託料では

特定環境保全公共下水道事業法適用基本方針策定委託料１４０万円を追加、水道事業特別

会計と同じく公営企業会計適用に向けた基本方針の策定について委託するためのものとな

ります。１７節備品購入費では、下水道管理センターの水質試験用溶存酸素計購入で２３

万円を追加、これは下水の水質を計測する機器となりますが、経年劣化により数値が安定

しなくなってきており、当初購入から２１年が経過しているため部品の供給が終了し、修

理不能となっているため、購入するものとなります。

８ページから９ページをお開きください。歳出合計、既定額２億６，９９２万６，００

０円に１６３万円を追加し、２億７，１５５万６，０００円とするものです。

続きまして、歳入についてご説明いたします。１０ページから１１ページをお開きくだ

さい。３款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金では、既定額から１，１５７万円を

減額し、８，７３１万円とするもので、一般会計繰入金について減額するものでございま

す。

５款町債、１項町債、１目下水道事業債につきましては、既定額に１，３２０万円を追

加し、５，４７０万円とするもので、先ほど地方債の補正でご説明いたしました特定環境

保全公共下水道整備事業について、過疎対策事業債の配当額の減により不足する額１，１

８０万円を追加、公営企業会計法適用事業については、特定環境保全公共下水道事業法適

用基本方針策定委託の財源とするため、１４０万円を新規で追加するものでございます。

６ページから７ページをお開きください。歳入合計、既定額２億６，９９２万６，００

０円に１６３万円を追加し、２億７，１５５万６，０００円とするものでございます。

以上、簡単ではございますが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほど

お願いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

星川さん。

〇６番（星川三喜男君） それでは、１点だけ。

先ほどの議案でも東海林議員から出されたのですけれども、今回もそうなのですけれど

も、この１４０万円、業務委託です。１４０万円の業務委託なら職員で私はできるのでは

ないのかなと。こういう計画ですか。昔私が議員になった時代、その専門職がいまして、

一生懸命庁舎内で担当職員がやっていたのを私は目にしておりますが、この頃この１０年
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ぐらい前から何でも委託料というような、ちょっとしたものでも委託するというような傾

向が見られます。町長に言わせれば、職員が少ないから、どうしても業者に委託しなけれ

ばならないとかという答弁は聞き飽きておりますので、できる限りこの特別会計、一般会

計から繰入れしていますので、できる限り自分たちの手でやれるものはやってもらって、

一般会計から繰入れするのも少しは考えて、職員ですから、やっぱり考えてもらいたいと

思いますが、どうでしょうか。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 先ほどの東海林議員の水道会計のときにもありましたけれども、

基本的な考え方としてはできるだけ業務委託を減らして職員自らがやるということが望ま

しいという考え方は基本に思っております。星川議員は１０年ぐらい前からとおっしゃい

ましたけれども、これは私が町長に就任してからなので、前の野邑町長の時代はほとんど

委託というのは削ってやってきているというふうに思います。聞き飽きたと言われても、

今現状の中でこういった業務についての経験値を多く持っていないというような、職員削

減をしてきた中で、そういう経験値を持った職員が十分にいないという状況の中で、少な

くとも１回ぐらい程度は委託をするけれども、その次からは自分たちでやるというような

考え方に立って、例えば介護保険の計画は今回２回続けて委託に出していますけれども、

障がいのほうは何とか自分たちでやってもらうと。今回を最後にして、これ以降は自分た

ちでやるというような考え方に立って予算としては認めてきています。上下水道の関係で

申し上げますと、土屋建設課長のほか水道、建設、土木はいずれも職員の退職に伴って社

会人採用をして、非常にまだ経験の浅い職員で今建設課は一生懸命頑張ってくれています。

そういう中で財務会計という今病院でやっているような会計基準で今後やっていくという

のは大変な負担になりますし、これが令和５年度以降この制度を導入していくにしても、

そのために会計の職員を増やして配置するということはやっぱり困難だというふうに思っ

ています。だから、現状の職員で何とか新しい会計になっても頑張ってもらうしかないと。

そのことを前提に、導入に当たっては十分に職員も勉強してもらわなければなりませんけ

れども、専門的な助言をいただいて方針を策定した後、適切に運営できるように今回は委

託費を計上するようにお願いしたいというふうに思っております。ご理解を賜ればと思い

ます。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 私も町長から聞きたかったのだけれども、今の水道、下水道に

関する委託料は職員の配置から見たって、専門性から見てやむを得ないところはあるなと

分かるけれども、かつて私がやっていた時代、私の先輩も含めて技術屋であったものが一

生懸命事務的な計画づくりもやっていた。寝ないでやっていた。どちらかというと、今福

祉計画なんかはサンプルはあるとしても一生懸命審議会もつくって、自分たちの手で、地

元の町のことを一番知っているのは町の職員なのだから、そこが中心なってつくっていく、

そういう努力をしているところも福祉関係なんかでは私は随分見ている。ただ、そこで町
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長、聞きたいのは、いろんな諸計画づくり、それから方針づくりまで委託しているのが実

情なのだけれども、どのレベルになったら委託しようとしているのか、どこまでは自分た

ちでやろうとしているのか、その境界が分からないのだわ、私たちが。だから、何でも委

託しているな、逆に楽しているなと思われてしまうの。そうではないのだよね。やむを得

ず委託しなければならないものは委託しているはずなのだけれども、そのことが議員は分

かっていないよ、本当の話。だから、委託料ばかりではないかと言われるの。本当は優秀

な職員がたくさんいるのだから、ここで自賄いでやって、やれよ、頑張れよと、こう言い

たいのだけれども、実情はそれが伴っていないことも分かるのだけれども、町長としては

そこら辺の委託をする上での境界線をどんなふうな形で押さえているのか伺いたい。これ

はちょっとしたことだったら職員幾らでもできる場合があると思うので、その辺どうなの

でしょう。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 大変難しいご質問なのですけれども、基本的にその計画の中身だ

けではなくて、計画によっては既定の計画の、既にある終了しようとしている計画の年次

に伴って数字が変わっていたりとかというところを補足しながら、おおむねそれで計画策

定が可能なものと、それから中身が大きく変わっていく、あるいは全く新しい計画等ある

と思います。いずれについても、最終的にはそれらを委託に出さずに職員ができるように

なっていくということが理想だというふうに思います。あとはその状況の中で、既にそこ

に経験値のある職員がいて策定が可能だろうというふうに判断できるか、あるいはなかな

かそこは今の職員体制の中では難しいのではないかというようなところを個別に判断して、

私の中では委託を認めるというか、予算計上をお願いするかどうかということを判断をし

てきています。ただ、総合計画のような、これは１０年間の全体の事業に関わっていく、

そういうような計画に関しては、そういう委託という手法を積極的に使うというケースも

あるというふうに思います。今回コミュニティーデザインというようなことを取り入れて

新しい町民参加のまちづくりを目指していくということに対する有益な投資になると、そ

ういう委託もあるのではないかというふうに考えています。いずれにしても、個々の計画

それぞれの中身とそのときの職員の組織の状況によって個別に判断しているというのが現

状であります。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 今の件については、町長がどこで限界かなんていうのは酷であ

ることは分かっている。実際にスタッフがどういう状況であるかというのはセクション、

セクションで皆変わっているから、それからどのぐらいの膨大な量になるかということも

あるのだけれども、ただ町長、私自分でも何回も総合計画に携わってきた。それから、そ

れ以前は総合計画は、製本屋へ頼んでやるようになった時代があるけれども、その前はガ

リ版で切って自分で作ったのだよ。そういう時代もあるの。それで、私は一番第２期の総

合マスタープランをつくったときには初めて印刷所に頼んで、いい冊子にしてもらった。
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作った私はいいものが出来たと思っていたけれども。今は何でも計画といったら分厚くて、

カラーで立派なやつでなかったら計画でないと思っている。だから、そんなのでなくてい

いのだわ。町民にとって分かりやすい内容であれば、本当に自分たちでつくって、そんな

長くなくてもいい。そんな量なくても中頓別町の例えば観光振興だったらどういうことを

目指して、ここの部分をこう変えていくのだというようなところぐらいで、あの１００ペ

ージもあるようなカラーの膨大なものは本来は見ないのだよ、あんなに厚くなると。だか

ら、これからもう一回中頓別町のことの方針や計画はなるべく自分たちが考えて、住民の

意向を知りながら自主作成していくという方針ぐらいあってもいいのでないかなと。そこ

に至らないと思えるものは、これはこれで委託しても結構だと思うの。その辺を、初めか

ら委託するのが当たり前の時代になってしまったような気がするのです、私は。その前に

自分たちでできるか、できないかという判断を一回してみてほしい。そういう体制を、私

はこれを決して貧乏な町だからそうするのではなくて、職員の能力を開発する上において

もそういった姿勢は必要かなと思ってあえて苦言を申し上げたのだけれども、ちょっとコ

メントしていただけますか。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） 先ほどもご答弁したつもりではあるのですけれども、計画策定を

委託して策定する中でそのプロセスを、職員は完全に丸投げしているわけではないので、

一緒に計画策定に伴走しながら事務を完成させるということになります。その経験が次の

計画をつくるときに生きてもらうと、生かしてもらうと。そのことで次は自前でつくれる

ようになっていくということを目指したいというふうに考えています。そのために、でき

れば１回限りというふうにしたいと思いますけれども、そんなふうに委託を組むものは組

んで、職員にもトレーニングをしてもらうというふうな考え方で進めていきたいというふ

うに基本的には思っています。

〇議長（村山義明君） ほかはないですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５９号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５９号 令和２年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算は原案のとお

り可決されました。
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◎議案第６０号

〇議長（村山義明君） 日程第２２、議案第６０号 令和２年度中頓別町介護保険事業特

別会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第６０号 令和２年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予

算につきまして、相馬保健福祉課長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 相馬保健福祉課長。

〇保健福祉課長（相馬正志君） 議案第６０号 令和２年度中頓別町介護保険事業特別会

計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。令和２年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算。

令和２年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４４６万６，０００円を追加し、

歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２，７１０万１，０００円とする。

第２項 歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和２年９月１５日提出、中頓別町長。

最初に、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。６

款諸支出金、１項償還金及び還付加算金に、２目償還金では新規に４４６万６，０００円

を追加するもので、２２節償還金利子及び割引料で平成３１年度分の介護給付費負担金及

び地域支援事業に係る交付金の額の確定に伴い、国及び道に対する返還金をそれぞれ計上

するものであります。

６ページをお開きください。歳出、既定額２億２，２６３万５，０００円に４４６万６，

０００円を追加し、２億２，７１０万１，０００円とするものです。

続きまして、歳入をご説明いたします。８ページをお開きください。８款繰越金、１項

１目繰越金では、既定額に４４６万６，０００円を追加するもので、平成３１年度分の国

及び道に対する返還分として前年度繰越金を計上するものであります。

４ページをお開きください。歳入、既定額２億２，２６３万５，０００円に４４６万６，

０００円を追加し、２億２，７１０万１，０００円とし、歳入歳出のバランスを取ってい

るところであります。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどをお願

いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第６０号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第６０号 令和２年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算は原案のと

おり可決されました。

◎認定第１号～認定第８号

〇議長（村山義明君） 日程第２３、認定第１号 平成３１年度中頓別町一般会計歳入歳

出決算認定の件、日程第２４、認定第２号 平成３１年度中頓別町自動車学校事業特別会

計歳入歳出決算認定の件、日程第２５、認定第３号 平成３１年度中頓別町国民健康保険

事業特別会計歳入歳出決算認定の件、日程第２６、認定第４号 平成３１年度中頓別町国

民健康保険病院事業会計歳入歳出決算認定の件、日程第２７、認定第５号 平成３１年度

中頓別町水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件、日程第２８、認定第６号 平成３１年

度中頓別町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件、日程第２９、認定第７号 平成３

１年度中頓別町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件、日程第３０、認定第８号

平成３１年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定の件を一括議題とし

ます。

本件について簡略に提案理由の説明を求めます。

小林町長。

〇町長（小林生吉君） 認定第１号から認定第８号に関する説明をさせていただきたいと

思います。

今上程されました認定第１号 平成３１年度中頓別町一般会計歳入歳出決算認定から認

定第８号 平成３１年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定までにつ

いて提案のご説明をさせていただきたいと思います。総務課政策経営室から提出させてい

ただいております別添資料、町議会決算審査特別委員会資料の１ページを御覧いただきた

いと思いますが、平成３１年度各会計歳入歳出決算の総括表をもって説明させていただき

たいと思いますけれども、８会計合計の決算額が５５億８，２２８万２，０００円に対し、

収入済額が５５億３，０３９万２，１３２円、支出済額が５３億２，３０１万２，５９５

円となり、差引き残高２億７３７万９，５３７円となったところであります。このうち一

般会計につきましては、１億７，７３９万７，４１４円が差引き残額となっているところ

であります。以上申し上げました８会計につきまして、いずれの会計におきましても単年

度収支についてはプラスということになっているところであります。

詳細につきましては、決算審査特別委員会で報告をさせていただきたいと思いますが、



- 67 -

総括として簡略な説明をさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、一括して質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

◎特別委員会設置の議決

〇議長（村山義明君） お諮りします。

ただいま議題となりました認定第１号から第８号は、全議員で構成する決算審査特別委

員会を設置し、これに付託の上、審査することにしたいと思います。なお、当該委員会に

は地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を委任、付与したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、認定第１号から８号については、全議員で構成する決算審査特別委員会を設置

し、これに付託の上、審査することとし、当該委員会には地方自治法第９８条第１項の規

定による検閲、検査権を委任、付与することに決定いたしました。

お諮りします。ただいま決算審査特別委員会に付託することとした認定第１号から第８

号については、会議規則第４６条第１項の規定により、今会期中に審査を終了するよう期

限をつけたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、認定第１号から第８号の決算認定については、今会期中に審査を終了するよう

期限をつけることに決しました。

ここで暫時休憩いたします。

休憩 午後 ３時０９分

再開 午後 ３時１５分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を開きます。

◎休会の議決

〇議長（村山義明君） お諮りします。

本日の会議の散会から決算審査特別委員会の審査が終了するまで休会としたいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。
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よって、本日の会議の散会から決算審査特別委員会の審査が終了するまで休会とするこ

とに決しました。

◎散会の宣告

〇議長（村山義明君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

本日はこれをもって散会いたします。

（午後 ３時１６分）
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